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一陣

－ 登頂一

1980年10月2日午前10時第2次隊登頂。

この16名がケダルナート・ドーム(6,83177z)の頂に立った。
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序文

日本ヒマラヤ協会専務理事

稲田定菫

ヒマラヤ遠征のトレーニングシステムとしての，登山学校創設を考えたのは1976年であった。

省りみるに当時のHAJの実力からすると，かなり荷の重いものであったといえよう。以来8,000

m峰1回,7,000m峰4回,6,000m峰2回の経験が蓄積され,1980年，ケダルナートを迎えた。

当初目的としたケダルナート登頂はならなかったが，ドームの頂上に19名も立つことができ，喜び

を共にできたことは，登山学校として成功した遠征といえるだろう。

78年のトリスル遠征のレポートにも記したが，我々の登山学校システムには，チーム成立の動機を

主因とする実に大きな困難を背負っている。また，登り方そのものにも一般の遠征にはみられない命

題が存在している。

組織運営にあたる者としては帰国するまでおちつかない日々を送ることになる。

81年，ナンダ・カートにおける悲劇は我々 にたとえようのない衝撃を与えた。運命の日から半年余，

7人の人間の死という重みは日を経るごとに増している。

この悲しみの中にあって我々は登山学校というものの実体を問い続け，強化すべき幾つかの点を見

い出し，なお継続の意志を固めたのである。日本ヒマラヤ協会の方向を考えるとき，登山学校は大き

な困難を背負っても，また，財政的に損失であっても永続的に実施して行くつもりである。

登山学校はトレーニングシステムとはいえ，目的とする究極は人づくりにある。ヒマラヤ遠征の機

会に恵まれない人たちに，遠征の場を与えてやるのがこの学校の遠征であると思われがちだが，決し

てそうではない。この学校を終えた者が，より充実した自らの遠征に飛躍するための跳躍台が,HAJ

の登山学校なのである。

幸いにして我々 の意図するところは，着実に萠芽しつつある。3名の8,000m峰遠征に，リーダー

あるいはメンバーとして数名の者が中核となって活躍しており，その他の者もそれぞれの夢をふくら

ませながら精進している。

これまでの各年度の卒業生は，いわば同期生として，帰国後も山の名を冠した○○会というものを

つくり，互いにコミュニケーションを密にしている。ケダルナート隊もこの点はうらやましいほどの

チームワークを保っているようである。楽しい遠征であったことをしのばせる証明である。

人と人とのつながりは，我々貧しい山屋にとってはかけがえのない宝であり，いつまでも大切にし

て行きたいと思う。

このレポートは，ケダルナート・ドームの頂をめざした20人の仲間のメモリアルである。そして，

永続する友情を更に強く支えるきずなともなるものであり，願わくばHAJの明日を担う大きなエネ

ルギーともなってほしいと思う。

1982年3月23B

－ 1 －



は じ めに

1980年HAJインドヒマラヤ登山隊

隊長尾形好雄

成田から成田まで28日間という電撃的な作戦で，インド，ガールワール・ヒマラヤは聖なるガンガ

の源流に聟えるケダルナートヘと向かった。我々HAJヒマラヤ登山学校隊の20名は,9月のはじめに

悠久なる大地，インドへ降り立った。

時間とサービスをお金で買おうということから，現地の渉外業務は殆んどインドのエージェントに

お願いしたので，あの灼熱地獄のような世界でのアルバイトもそれほどなく，本隊はニューデリーに

着いた日に早くも涼しさを求めてウッタルカシヘと向かった。

ネパールなどに比べて山岳道路の発達しているインドでは，かなり奥地まで交通機関を利用できる

ため，山へのアプローチは短かい。成田を飛び発ってから僅か1週間で，インド最長の氷河といわれ

るガンゴトリ氷河の舌端が現れるガウムクヘと辿り着くことができた。

怪峰シブソンの裾野に展開する聖なる地・タポバンのB･C入りも，懸念したほど高度障害を訴える

者も出ず，まずまずのB･C入りであった。

B・Cを建設してからB・Cを撤収するまで13日間。この短期間で登頂しようという効率の良い速攻

登山のタクティックスの元に，登山活動は開始された。

結果的には，10月1B,2日の両日にわたってアタック隊を送り出したものの，フィナーレに於け

るアタック・ルートの攻めにくさ（ドームと本峰間の高差150mのギャップなど）等が影響して，い

ずれも本峰へ到達することはできず,6,831mのケダルナート・ドームの頂きで甘んじなければなら

なかった。

ドームへ19名ものメンバーが登頂したために，一部では大量登頂ということで恰も成功したかのよ

うな報道もあったが，当事者としては，事前研究のまずさに依る失敗であったことを，謙虚に受けと
めねばならないだろう。

北は北海道から南は九州にわたる広域より老若男女が20名参画して目指したケダルナートは，将に

ヒンズーの神，「シバ神」の山という謂のとおり，重厚な山であった。この聖なる地の頂きで我がカメ

ラード達は何を想いながら頂を踏み，何に想いを馳せたであろうか。次なる夢の大きな膨みを期待し
たいものである。

こうして1980年のガンゴトリの28日間は，ガンガの源流にカメラードとの楽しい想い出を残して

終った。

ここにささやかながら自分達の足跡を印した報告書を上梓することにしました。

ご批判戴ければ幸いです。

－2－
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ガンゴトリの秀峰・ケダルナート(6,940m)"､

1980年HAJヒマラヤ登山学校計画

9．13～10．11（29日間）

登山学校の趣旨 ’
HAJは創立以来，ヒマラヤ諸国との友好親

善・相互理解をモットーに，登山・学術・その

他幅広い分野にわたって各種の文化活動を展開

しております。1977年から1981年の5年間に

わたって実施する，「ヒマラヤ学校」もその一環

であります。

ご承知のように，ヒマラヤは地球上で最も高

い山岳地域であり，そこでの登山活動は高所と

いう低酸素条件下で行われるため，複雑でしか

も困難な要素を含んでおります。また，登山許

可の取得や，通関を始めとする種々の手続き，

渉外など登山以前に処理しなければならない多

くの仕事があります。

しかし，ヒマラヤの素晴らしさにふれ，その

国と人とを理解することは意義あることであり，

1人でも多くの人間にヒマラヤ登山を体験させ

ようというのがHAJのめざすところであります。

この「ヒマラヤ登山学校」は，確かな技術と

経験を有する指導者（インストラクター）の統

括のもとに，安全かつ確実を第一義として必要

とされる諸準備をすすめ，国内での学習を行い，

ヒマラヤの高所を経験し，ヒマラヤ登山の基礎

と実際を経験しようとするヒマラヤ登山のガイ

ダンス・システムであります。そして，さらに

大きなヒマラヤ計画を進めていける人を育てる

ことも目的としております。

諸外国には，国家の援助のもとに活動してい

るこの種の学校がありますが，我が国では極め

てユニークなものであります。

第1回は,1977年秋ガルワール,タルコット

峰(6,099m)で日本山岳会に協賛して行い，

第2回は1978年夏,カシミール，ヌン峰(7,135

m),第3回は1978年秋,キャシードラル峰(6,400

m)と続いており，いずれも成果をあげてきて

おります。

|実行･推進の体制
日本ヒマラヤ協会登山学校委員会

会 長 柴 田 金 之 助 委 員 長 山 倉 洋 一

委員佐々木正内田嘉弘南勲

尾形好雄

日本ヒマラヤ協会ヒマラヤ登山学校事務局

〒160東京都新宿区高田馬場3－23－1

淀橋食糧ビル506号

"(03)367-8521

－6 －

一一一－訂

’ ’登山隊の名称・構成

1．名称

1980年日本ヒマラヤ協会インドヒマラヤ登

山隊HAJGANGOTRIHIMALAYA

EXPEDITION1980

（略称HGE80)

2．メンバー

隊長尾形好雄（32．東京）

副隊長山田昇（30．群馬）

ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ角田不二（27．埼玉）

隊員遠藤喜重郎（33．東京）
〃 木村陽子（25．烏取）

〃 藤岡明生（23．神奈川）

〃 宇佐美博康（30．岐阜）

〃 大野廣美（37．東京）

〃 村上豊子（23．北海道）

〃 高瀬敏久（29．東京）

〃 斎藤光明（23．東京）

〃 熊谷洋（24．宮城）

〃 野畑浩之（27．東京）

〃 新郷信廣（36．佐賀）

〃 北出昭彦（22．大阪）

〃 関久雄（29．神奈川）



末端高度として,その幅6～8km,長さ約25km

の長大な氷河を形成している。周辺には盟主チ

ャウカンバやサトパントなどの7,000m峰をは

じめ,200座近くの6,000m峰が峻立し，まさ

にヒマラヤの末登峰の宝庫をなしている。

ケダルナートはガンゴトリ氷河（約32km)の

人口の支氷河KirtiBamakに入った所にあり，

古くから知られた名山である。ケダルナートに

は2つのピークがあり，ケダルナート本峰と北

東にあるケダルナート・ドーム(KedamatDo-

me6,831m)から成り立っている。

初登頂は1947年,スイス隊（アンドレ・ロッ

ク隊長）による。彼らは6月25日にケダルナー

ト・ドームに初登頂，続いて本峰をねらったが，

ナイフリッジを通過中に，隊員とシェルパの2

名が滑落し負傷したために，登頂はあきらめて

BCに戻った。体制を整え7月1O日にドーム頂

上を越えてロック隊長ら3名とシェルパのテン

ジン・ノルゲイがケダルナートに初登頂した。

テンジンにとっては，カブルーに次いで2つ目

の登頂となった。

その後，ガンコゞドリ地域は第2次世界大戦の

ために，インド隊か独占することとなった。

・1967年にはインド隊がドーム第2登。

・同年,ITBP隊がドーム第3登。

・1974年にはlTBP隊が北の氷河よりケダルナ

ート第2登。

・同年秋にカルカッタ女性教師隊が本峰第3登。

･1975年秋,IndianLadiesがドーム第4登。

・1978年IAFがドーム第5登。

・同年．ITBP隊かドーム第6登と本峰第4登

そして今年はすでに日本山岳会女性隊がドー

ム（5月31日）にドーム第7登を成しとげた。

今回の登山学校では，北西稜からドーム経由

でケダルナートをねらうもので，初登頂と同じ

コースを行くことになる。

ヒマラヤ経験の少ない隊員が多いが，前2回

の登山学校の経験を踏まえ，ドーム頂上へは全

員登頂，元気な者はケダルナート本峰へと計画

しており，5月の連休は富士山合宿，6月28日

は立川自衛隊の航空医学実験室にて6,000mま

での低圧実験も経験し，全員ケダルナートに向

かった。

茨城）

栃木）

東京）

東京）

菊池春枝

lll形正己

丸誠一郎

飯田徳治

隊 員 rワQ
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(25．
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’|登山計画概要

1．目標の地域・山

インド・ヒマラヤ，ガンゴトリ氷河

ケダルナート(6,940m)

2.目的

(1)6,000m峰の短期間の登頂。

（2）ヒマラヤ登山実践の基本を習得する。

（3）高地住民の民俗学，環境学に関する学術

調査。

3． 時 期

1980年9月～10月

4． 日程

9月4日先発隊2名，日本出発。

9月13日本隊日本出発，ニューデリー着。

9月14日デリー発→15日ウッタルカシ。

9月18日ガンゴトリ氷河，タポバン附近の

BCへむかう。

綴目蕊登山期間約14BH｡
10月8日デリー帰着。

10月10日本隊ニューデリー発，日本帰着10

月11日午後。

◎現地連絡先

c/oCOX&KINGS(Agents)Ltd.

PostBoxl341ndraPalace,Connaugt

Circus.

New．ⅨIhillOOO1

Tel:(Newklhi)321428Cable

COXSHIP

5．総経費

1，300万円

6．ケダルナート(Kedarnath6,940m)について

ガルワールの中心地，ウッタルカシから車で

バギラティ河に沿って北上すると2日のドライ

ブでヒンズー教の聖地，ガンゴトリに着く。こ

こからさらに1日程さかのぼるとガンガ（ガン

ジス河）の源流であるガンゴトリ氷河の舌端が

現れる。

このガンゴドリ氷河は，海抜4,000m付近を

－ワー
イ
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|基本戦略I
1．目標

（1）ケダルナート(6,940m)に可能な限り

多くのメンバーを登頂させる。

（2）ケダルナート・ドーム(6,831m)の全

員登頂を目指す。

（3）ガンゴトリ氷河周辺の踏査。

2．登山行動

（1）上記目標に対して登山期間を四期に分け

て登山活動を行う。

第1期

◇先発隊によるBC建設と下部キャンプの

選定及びルートエ作。

A,BC建設と本隊受入れ準備。

この第1期は，ガンゴトリ氷河，タポバ

ン付近(4,320m)にBCを建設。隊員の

一

－8－

6932AsRIKAII.As

高度順化(4,300m位までの）を行いなが

ら隊荷の集荷および偵察活動を行う。

この第1期登山活動における隊員の高度

順化問題が短期速攻形式に依るポーラ・メ

ソッドを展開しようとする本登山計画の遂

行上，重要なポイン卜と予想される。

第2期

◇6,300m付近までの高度順化とアタック・

キャンプ(C2)の建設。

この第2期は，第1期の進行，偵察活動

により順次ハイ・キャンプの建設を行い，

頂上アタックの登頂態勢を整える。

第3期

◇ケタ､ルナートおよびケダルナート・ドー

ムの登頂。

対象は，ケタ､ルナート(6,940m)と順

化不調者に依るケダルナート･ドーム(6,831m)｡



＜隊員行動表＞
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3．ポーラ・メソッド

（1）前進キャンプ・は，ケダルナート・ドームか

から派生する北西稜上にCamp2まで予定

している。

（2）各キャンプの位置

第 4 期

◇撤収，下山。往路をガンゴト'ﾉへ下る。

タクテックス

◇ヒマラヤで比較的天候の安定する9月下

旬から10月上旬までのポスト・モンスーン

期に登山活動を行い，わずか13日間という

短期間で登頂を果たす。そのためには，第

1期，第2期における各隊員の高度順化が

大きなファクターとなるであろう。(先発隊

の任務はかなり重要になる。）

(1)隊を3パーティに分け,各パーティにパーテ

ィ．リーダーを置き登塞行動の核とする。各

パーティをローテーション1単位とする。

(2)第3期のアタックに当たっては，第2期

までの順化程度を観察して，パーティの再

編成を行ってアタックを実施する。

(3)各パーティは，日差行動を原則とする。

(4)高所ポーター2名を積極的に使用するこ

とに依り，隊員の負荷を軽減し，初期順化

のスムーズ化を計る。

へ

しamp

高度雄
Camp名高度位肘

B・C4，320mガンゴトリ氷河，タポパン付近

AB-C4,700mKirtiBamakGlacier上

C・115,700mケダルナート・ドーム北西稜」

C・2'6.300mケダルナート・ドーム直下

KirtiBamakGlacier上

ケダルナート・ドーム北西稜上

380m

ｍ
ｍ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
６

Ｌ

ケダルナート・ドーム直下

－9－



計画，隊の構成，出発まで

尾形好雄

全長28kmにも及ぶといわれるインド最大の

氷河，ガンゴトリ氷河が横たわるガンゴトリ．エ

リアは，ガールワール・ヒマラヤの中央部に位置

し，これまで外国人による登山活動が許されな

いまま長い間不遇を囲っていた山域である。

ガンガ（ガンジス河）の源頭に位置するこの

未踏峰の宝庫も，1979年には漸く外国人にオ

ーフ°ンとなり，この秋，インド政府観光局，そ

の他の招待に依り，当協会の稲田專務理事も招

待客の1人としてこのトレッキングに参加し，

新解禁となったこの聖なる地・ガンゴトリに人

域した。氏らのトレッキングは，ヒンズー教の

3大聖地の1つガンゴトリから，更にガンゴト

リ氷河の舌端の現れるガウムクからタポバンヘ

と足を踏み入れ，周辺峰をつぶさに観察され，

貴重な資料を持ち帰られた。

この秋のオープンは新聞の連載や山岳雑誌の

紹介に依って日本の登山界にガンゴトリ・ブー

ムをつくり出し，禁断の聖なる地へのう°ロポー

ズが殺到することとなった。

HAJとしても早速，この新解禁エリアに登

山隊を送るべく，取り敢えず1980年の登山学

校の目標山としてケダルナートヘのアプリケー

ションを提出した。

ケダルナートは，ヒンズー教の「シバ神の山」

という意味を持ち，まさにその名にふさわしい

堂々とした秀麗な山容で，ガンゴトリ氷河とキ

ルティ氷河の合流点に聟えるl11である。山の標

高，山容（ルート)，アプローチ･”…等々から

検討して，登山学校に適した山であろうという

ことで，ケダルナートが選ばれた。しかし実際

はこの山を知れば知るほど，登山学校のように

短期速攻登山を実践する山としては非常にやり

ずらい不向きな山であることが判明し，今後の

登山学校の山の選定に反省を促した。

ケダルナートの許可取得はスピーディに進み，

アブ°リケーションを出してまもなく許可が交付

された。

1979年の暮も押し迫った12月22日に,HAJ

登山学校委員会が開かれ，1979年登山学校(キ

ヤシー・ドラル隊）の山倉隊長より引き継ぎを

行う。1980年登山学校の執行体制は内田嘉弘

隊長，南勲副隊長それにHAJの特別事業とな

っていたカンチェンジュンガ・う｡ロジェクトに

参画していた小生，尾形がインストラクターと

して加わることになってスタートした。

年が明けて,1980年の1月26日～27日に，

(社）日本山岳協会の海外登山技術研究会（第18

回）が八王子大学セミナー・ハウスで行われた

機会を利用して，ケダルナートの基本計画につ

いて話し合いがもたれた。

2月に入ると，カンチェンジュンが偵察隊の

出発準備も大詰を迎え,HAJルームは連日慌

ただしい準備活動が行われるようになったが，

そんな中でケダルナートの登山計画書も出来上

り，全国に散らばる隊員に配布された。

カンチ偵察隊の本隊を成田に見送った翌日(3

月2日),京都の内田宅で基本タクティックスに

ついてのミーティングが行われ,B・C以上13

日間の登山活動日数という短期速攻戦術が討議

された。

3月15日～16日の第1回目の隊員打合せは，

折から来日されていたインド登山財団(IMF)

幹事のジョギンダール・シン（中佐）氏を迎え

てのインド・ヒマラヤ会議と併せて行われ，20

名の隊員がこの日初めて顔を合わせた。この日

の打合わせで出発迄のスケジュールが発表され，

残された半年の準備活動は始まった。

5月2日から5日にかけてのゴールデン・ウ

ィークに富士山での合宿を持った。5月2日の

朝，三々五々，富士吉田駅前に集合した隊員は．

スバルライン経由で5合目に至り，佐藤小舎へ

と向かったが，我々が佐藤小舎に着くや否や雪

崩遭難事故の救助依頼があり，直ちに救助隊を

編成して事故現場に向かった。内臓破裂の重傷

者をスノー・ボートで搬出し，5合目から救急

車で病院に運び，なんとか一命はとりとめた。

初日から搬出活動という事で初山行とは思えぬ

良いチーム・ワークで事に当たるのを見て，大

世帯というチーム・ワークに対する一沫の不安

は消し飛んだ。

翌日は，5合目の佐藤小舎から頂上までをピ

ストンした。寒風に蒼氷と，まさに真冬並みの

コンディションの中,慎重にケダルナート・ドー

－ 1 0 －



ムに想いを寄せながら登高し，頂上に立った。

北海道からはるばるやって来た村上，物井の両

嬢は，本邦最高峰の登頂でえらく感激していた

ようであった。

翌4日は，山中湖湖畔の保養所でミーティン

グを行い，3日間にわたる合宿は散会した。

この5月合宿から帰ってまもなく，エントリ

ー・ビザ取得のためのメンバー・リストやウォ

ーキー・トォーキーの使用許可申請，パッキン

グリスト等をコックス社（エージェント）を通

してIMFへ送った。

今回の登山学校の隊員20名は，前述したよう

に，北は北海道から南は九州・佐賀県に至る広

域に散らばり，なかなか隊員が一同に会するこ

とは難しく，出発迄に顔を合わせる機会はほん

の2～3回であった。そこで，こうした事情に

鑑み，出発迄に隊員同志少しでもお互いを知り

あおうと〃カンチ・ノート"をまねてケダルナ

ート・ノート〃なる雑記帳を作って北廻り，南

廻りの2冊を回覧した。人数が多いため，回っ

て来る迄日数はかかるが，それだけに回って来

たときに読むボリュームも多く楽しみであった。

もっとも北廻りの方はどこで途中下車してしま

ったのか，出発迄にとうとう目にすることがで

きなかった。

6月の中旬になって，悲しい知らせが飛び込

んで来た。北海道の物井さんがトレーニング山

行中に事故を起こしケガをして入院したという

のである。出発前の不運なアクシデントに依り，

結局，彼女は参加断念を余儀なくされ，伴に悲

しい思いをした。

6月28日～29日の第3回ミーティングでは，

立川航空医学実験隊のお取り計らいに依り，低

圧チャンバーで6,000m迄の高度経験を踏むこ

とができた。この低圧実験に参加した隊員達は，

各々初めて垣間見る6,000mの世界で現れる唇

・爪のチアノーゼ，心拍数の増加，頭痛思考

力の低下などの諸症状に依って，高所登山に対

する心構えを新たにしたようであった。

7月に入ると各担当者は8月中旬の隊荷梱包

に向けて集荷態勢に入り，担当ごとに準備の方

は着々と進んでいった。

ところが出発1カ月前の8月に入っていろん

な問題が続出し，重大な局面を迎えることとな

った。8月に人ってI亘ぐ，僅か1週間の間に隊

長，副隊長，ドクターの3名が急に参加できな

くなったのである。出発を1カ月後に控えての事

態で途方に暮れてしまった。

時間が無いだけに一刻の猶予も許されず，結

局尾形が隊長となって，インストラクターにカ

ンチ偵察隊から戻ったばかりの山田，角田の両

氏を補充することでこの局面を乗り越えること

に決った。

しかし，ドクターの方は八方手を尽してみた

が，なにせ時間が無さ過ぎ，見つけることはで

きなかった。そこで不本意ながらドクター・レ

スで出発せざるを得なくなってしまった。一応，

何かの場合には同じ時期にメルーに入る飛騨111

岳会隊の山元ドクターにお世話して膜こうとい

う厚かましいお願いを致しての見切り発車であ

った。隊長，副隊長が旧知であったこともあっ

てこの厚かましいお願いも心よくお引き受け頂

いたものの，当隊の陣容に就いては大いに反省

させられた。

こうしたゴタゴタの中で8月16日～17日の両

日，隊荷の梱包が行われ，26日にはカートン24

個，総重量432kgの隊荷が日通航空に引き渡

された。

隊荷も送り出し，あとはいよいよ出発という

段階で最後の難題がまたまた持ち上がったので

ある。我々のエントリー・ビザ発給について，

インド大使館よりクレームがついたのである。

インド大使館のバルマ担当官の言い分は，ドク

ターが行かない登山隊というのはおかしいとい

うのである。これもまたおかしな話だが，担当

官が「発給できない」というのだから困ってし

まった。やむなく大阪の好井ドクターからパス

ポートを取り寄せ，エージェントでわざわざ航

空券を切って貰い，それらを提示して一緒に行

くことを証明して，なんとかビザを発給して貰

うことができた。この一件以来インド・アレル

ギーとなり，インド大使館には近付き難くなっ

たほどの冷汗もので，今思い返してもゾーッと

する。

こうして最後の最後迄，いろんな問題が沸き

起こり，前途多難な事が思われたが，どうにか

こうにか出発の運びへとこぎ着けることができ，

9月4日，先発隊として尾形，北出の2名が成

田を出発してデリーへと向かった。

－ 1 1－



＜プロフィ ー ル＞

ケダルナートの

仲間たち紹介

く紹介すること＞．．．．．． 

住 所
所属山岳団体
HGE80での担当職務

◇隊 長

尾 形 好 雄
OGATA YOSIO 

1948. 7生

① 東京都巾野区
② 孟と岩の会
③ 会計・タクティクス・渉外

隊の人員も集まり． 春の合宿が終わって具体的な準備段階に移る頃， 隊長， 副隊長が急に参加
できなくなり， 替って隊長となり， その準備の指甜を一手に引受けられ， またこれをこなしなが
ら． 次の年のカンチェンジュンガ遠征のための準備も同時に進めた ＇ その体力と精力は， さすが
にサイポ ー グと異名されるだけあると感服し， また， 現地においての外交の際， 言葉よりも， そ
の大きな体と大きな声で圧倒する迫力はまことに心強い。

そのような隊長は， 女性隊員の悩れの的であり， また， 女性に対するときはとてもやさしい。
本隊がポジュパスに入った時， 先発隊に入りB,C設営， ルー ト調査をしていた隊長が倒れるとの

報が入り ， ー同まさかと驚いたがその日のうちに合流し， すぐに快復する。 その後は的確な判断
で19名をケダルナ ー トド ー ムに登頂させ全員無事に下山させた。

気はやさしく力持ちの通りで， まことに心強い隊長であった。
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くプロフィ ー ル＞

◇副 隊 長

山 田 昇
YAMADA NOBORU 

1950.2生

① 群馬県沼田市

② 沼l11山岳会

③ タクティクス 

75年のラトック以降ヒマラヤに狂いだし， 6年間に1度もまともな就戦をせずに過ごしてしま

ったという。 今はカンチェソジュソガに行っているが， その後にも三つ計画があって狂いっばな

しに狂っている。 途方もない遊び人だが ， 梢熱は誰にもひけをとらない。 陽気な性格で， 山の話

でも女の話でも常に大声でしゃぺっているが， ひとたび話がゼニのこととなると途端に落ち込ん

でしまう。 が，「どうして今日まで生きてこれたのかなあ」などと言っており， 適当なものである。

洒は好きだが， ちょっと飲むとすぐに酔ってしまい， 真赤な顔をして高妍をかいて投てしまう。

今回は鬼の副隊長として常に先頭に立ち ， 隊の牽引力となるとともに， ド ー ム頂上で冷静な判断

のもとに本峰断念を決定した。

くプロフィ ー ル＞

◇インストラクタ ー

角 田 不
TSUNODA FUJI 

1952. 9生

① 埼玉県浦和市

② 明大駿台山岳部OB会

③ 渉外 

一見クリスタル人間， 実は仲々の情熱家。 本隊のインストラクタ ー として活躍。 顔に以合わず

（？）， ヘソ下のお話はメツより大好き， 月刊「ヒマラヤ」が将来ピニ本になるのでは， というま

わりの期待をよそに編集長はカンチ縦走へ出発。 ディスカッションではなかなか負けない。 コ

ックスのグプタも舌をまいてた。
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くプロフィ ー ル＞

◇隊 員

飯 田 徳 治
UDA TOKUJT 

1945. 9生

① 束）は部盟品IX:

② 新牝i勤労者山岳会

③ 装備 

院場を退熾しての参加。空手の有段者であり， いかつい風貌の中に常に優しさをかねそなえて

いるファイトマンである。 しかし高山病で登頂でき なかったのは非常に残念であった。rm くとこ

ろによると， 今何の辿征t1iは新婚旅行用の費用として奥様と貯えたもので山わけして別々に使う

ことに話がついたとか． 無理やりつけたとか。

＜プロフィ ー ル＞

◇隊 員

宇佐美 博 康
USAM! H!ROY ASU 

1950. 1生

① 愛知県大垣市

② 大虹山岳協会

③ 装りii 

装viiiの担当として ， 特に気付きにくい小物等をこまめに指芍し， 誰もが忘れ物をしないように

と心くばりをしていた。また． リエゾンの支給品等も汰を配って， 綿密さが及われている。

�i}路のキャラパソ中， なぜか魔法使いとあだ名された。前にいると思えば， 急に後から出てき

たり， また， へんてこな帽子をかぶりごみ拾いをしているさまに ほうきを持たせればやはり贋

法使いを思わせる。

ニュ ー デリーで解散後， 単独でバキスタンに入り悠然と旅された。
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くプロフィ ー ル＞

◇隊 員

遠 藤 喜重郎
ENDO KIJURO 

1946. 5生

① 束京都町田市

② 束京白稜会

③ 記録・梱包 

熾業カメラマンのはしくれを自称するだけあって， 人山中カメラを持たない姿を見たことがな

い。 ときどきフラ フラとどこかへi肖えてしまい， パス の発」I(時刻に遅れ る常辿。 が「いやあ． す

みませんねえ」などと言ってニコニコしており， 笑顔が憎めない。 6人兄妹の米っ子で， ちょっ

と甘いが ， 天性の楽天家。 どういうわけかいつも金まわりかよく ．ニ ュ ー デリ ー でとっそり宝石を

買いこむ。 で． 帰国するなり「100万ぐらいなら いつでも出せるんだけどさあ， どこか行くとこ

ないかなあ」 ……と ， この一げでス カンピンともをすっかり落ち込ませてしまうが， 本人はどこ

吹く風。「8.000メー トルヘ行きたい」と拶は大きいが••…·?I

くプロフィ ー ル＞

◇隊 員

大野）廣 美
0.:-JO HIROMI 

1942. 6生

① 東京都束村山市

② 東京スキー 山岳会

③ 学術・報告-,Jf編集鼓 

｀今できる·jjをやりたくて” とヒマラヤ登山を目必し. 2人の可愛いf供と愛及を日本に残して

参加した。 ベー ス ・キャンフで体渦を崩しながらも年長者としてのねはりを見せ． 登頂の必を果

たす。 期間中， 女性隊員から「人野のお父さん」と呼ばれ ． 隊のお父さん役を務める。 本報告．』

の編集にもt極的に当たった。（これからも年齢に関係なく頑張って欲しい／）
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＜プロフィ ー ル＞

◇隊 員

菊 池 春 枝
KIKUCHI HARUE 

1949.11生

① 茨城県水戸市

② 茨城県庁山岳部

③ 食糧 

職業柄大変な世話女房型。 人の気付かないところによく気を配ってくれる。行動食の吉原殿中

とABCで食べた水戸名産醤油餅の美味， 皆， また食べたがっていると思う。「アタシインナイ．／」

なんて言わない。

※ ともかく， 準備段階でのその熱心さに関しては皆頭が下がる。 夜勤仕事を終え， 水戸から

常盤線に乗り， 車中にて食椋計画の構想をねる。 弦巻小学校を借りての食糀スタ ッ フの会議

に出席するためにハードな生活が続いていた。 夜11時の水戸行最終行に乗り遅れることしば

しば， そのたびに上野のマイアミで1人で夜を明かしてたとか... …。 そんな彼女のひた向き

な姿に感動する人も多い。出発の日には地元の県人会の人達が横断秘をもっての激励。 彼女

のその人徳に隊員の皆も再認識させられた。

＜プロフィ ー ル＞

◇隊 員

北 出 昭 彦
KIT ADE AKIHIKO 

1958. 2生

① 大阪府大阪市

③ 勝山山岳会

④ タクティクス

典型的な大阪人気質である。 隊の中では最も年少で現役の学生である。 先発隊として隊務に専

念し， 前半の疲労がたたりもう一歩調子がでなかったようである。 まだまだ前途洋々． これから

である。 ユ ー モアのある関西弁で今後山にも一笑を／
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くプロフィ ー ル＞

◇隊 員

木 村 陽 子
KIMURA YOKO 

1954.9生

① 烏取県八頭郡

② フリー

③ 食柑 

アメリカン・ イングリッシュ訛のあの声で「ネェソ， ザック持ってェ".. "」なんて言われると，

こっちも「オ ー ， 貸せよ」なんてつい答えてし まう。 本隊のインタ ー プリタ ー として活躍登蓉

中も男性顔負けの馬力を発揮。 戯度節害知らずのス ー パ ー レディ。 愛称「ヒメ」
※ その語学力は，本隊ーであった。コックスのキッチンボー イも彼女の言うことは， "All right /n 

"OK, Babyn 何でもきく。下山後もインドに残り， 見聞を広めてきた。 帰国後もマスコミの攻

勢がすさまじかったようだ。「山採」に名前が出たり， NHKラジオの談話室に出演したり多

忙な日々が続いた。 最近東京にまた復帰， ‘春” を探しながら今日も表参道のオフィスで忙し

く働いている。

くプロフィ ー ル＞

◇隊 員

熊 谷 洋
K UMAGAl HIROSHl 

1955.3生

①宮城県仙台市

③ DACOB会

④ 梱包

瓢ひょうとしていて， ヒマラヤに何しに来たのか隊員に疑問をもたれていた。 3.000 mまで は
. . . 

元気が良く， ガソジス河の源流で釣をしたり， ポ ー タ ー からハシ｀ンをうばい吸ったりしていた。

しかしその後体調を崩したが持前の生命力とス）レメの力をかり， 登項を果たした。 食べ物にはめ

っぽう執若心が強く， いつも2, 3人分の行動食を持ち歩いていた。 仙台のス）レメ と呼ばれ， 噛

めばかむほど味ので る男である。
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＜プロフィ ー ル＞．．．

◇隊 員

斉 藤 光 明
SAITO MITSUAI<I 

1956. 6生

① 東京都国分寺市
② 八王子山の会

③ 食栢・登山史 

岩登りの腕前はさすが。キャラバン中適当な岩を見つけては， ボルダーリングに励んでいた。

ベース・キャンプではラソニングをする元気を見せていたのですが， 風邪をひき ． 体調を崩し心

配された。 しかしアタ ッ クの時は． 持ち前の活さとファイトで第2次隊の似前線に立ち， 今まで

の遅れを取り返そうとラッセルに頑張り登頂する。 ハ ーモニカを高度4,400 mで吹いた歌の好き

な限気な若者。 今後の成長がとても楽しみ。

＜プロフィ ー ル＞

◇隊 員

新 郷 信 廣
SHINGO NOBUHIRO 

1943. 3生

① 佐賀県佐賀市

② 佐賀R.C.C.

③ 食粕 

年長者として常に最前線に立ち， 荷上げル ー ト開拓に頑張る。 アタ ッ クの時は， かぜをひき．

熱を出しながらも第1次隊として登頂する。山頂まで重い8ミリのピデオ機械を持ち上げたファ

イトはさすが九州男児。 その後の映画の編集はプロも顔負けの腕前でした。 3 月の集会， 5 月の

富士山合宿の時からいつも話頗の中心人物。得意な九州弁で隊員の中にいつも笑いをもたらすと

ても俊しい素敵な「お父さん」。
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＜プロフィ ー ル＞

◇隊 員

関 久 雄
SEKI HISAO 

1951.2生

① 神奈川県横浜市
② のらくら山の会

③ 食糧 

母校の遠征終了後， 先発隊として現地で参加し， 活躍する。 いつも隊の最前線に立ち， ル ー ト

開拓などに積極的に努めた。 登頂後， ド ー ム頂上からC, までスキ ー で滑り下りた勇気， 度胸は

さすが東北男。 リエゾンを始め ， 土地のスタッフと英語＋身振り， 手振りで交流し， すっかり人

気者となる。 インドの各地をまわり， 向こうの生活様式に切れたためか， 帰国後， しばらく労働

意欲を失い社会復帰に時間がかかった。

くプロフィ ー ル＞

◇隊 員

高 瀬 敏 久
T AKASE TOSHIHISA 

1950.8生

① 東京都杉並区

② 束京岳友クラプ

③ 装備・梱包•輸送 

装備， 梱包， 輸送， タクティクス等々 ， 隊長と共に， 梢力的に準備に当たった。 その準備段階

では中心的役割を果たし， 隊員の中にあっては最も多忙なl人であった。

登山行動においては， 先発アタックメンパーに入り， ｝レ ー ト工作から荷上げと働き， C2 より

のアタックの日， 調子を崩したが， 次の日の後発アタックに加わり， ケダルナ ー トド ー ムに登頂

した。 静かな面持ちだが． その内に秘めたる情熱は， 人一倍であり， ニ ュ
ー デリ ー で解散後． 同

じ隊員の仲間とネパー ルに入りチ ュ ルー を無事に登って来た。
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◇隊 員

野 畑 浩 之
NOBA TA HIRO YUKI 

1952. 7生

① 東京都世田谷区
② フリー

③ 食柑 

＜プロフィ ー ル＞

ノパタヒロユキ・28歳•小学校の舒備員をしながら登山を楽しんでいる。体格のよい男である。
今回の海外登山のほかにも， ペルー アンデス・ ワスカラソという登山歴をもっている。 また岩登

りも大変好きらしい。 食粉計画中にも日和田山のゲレンデで怪我をしたといって， よく片足をか

ばっていた。 食糧計画のミ ー ティングには， よく野畑さんの勤めている小学校を使わせてもらい
ました。 ガンゴトリに入ってからは高度順化もマイ ペー スで行い， 黙々と歩いていた。 しかし ，

今回の隊の中ではひときわヘピー ・スモ ーカー で， ABCでも煙草を喫い， 苦しいと言いながら

も登頂に成功した1人である。

i4
 

◇隊 員

藤 岡 明 生
FUJIOKA A.KIO 

1956. 3.生

① 神奈川県川崎市

② フリー

③ 記録・梱包•輸送 

くプロフィ ー ル＞

甘いマスクにあのペー スのきいた声で囁かれるとサリ ー ・ギャ ルもコロッといきそう。 欲を

言えば． もう少し額が狭ければ… •••。 本隊行動中， 常に先発メンバ ー に加わり，「男は黙って•••」,

黙々と隊を引っぱっていった。 そんな彼にもドラマがある。 ］次アタックに失敗した彼が ， 2度

目のアタックでドー ムを踏んだ時見せた男の涙， 皆も忘れないと思う。

-20-



くプロフィ ー ル＞

◇隊 員

丸 誠 一 郎
MARU SEIICHlRO 

1954.10生

① 東京都杉1l� 区

② 登紙会（脱応義塾体育会山岳部OB会）

③ 食祝 

炭応といえば京大と並ぶ束の名門。が今は見るぺき記録もなく， 凋落の 一途。「(11Jとしてもこの

辺で殷応の辿征をきめなければ．／」と ， 熱い志を胸ICHAJのPりを叩いた。「ヒマラヤは硲所順応

が第一」とばかりに 、 遠征前に斉藤隊旦と 2 人でぷ士山に 5 回も足を述んだという。 バイロソガ

ティーを過ぎてヒマラヤが見え出すと ， もう大ハリキリ。タボパンの雄原では ， 斉藤， 村J-.らと

ともに ， マラソン競争などやり出す始末。が無理かたたってか BC 入りと同時にダウン。以後

かなり高度節害に苦しんだが ． 名門の旗を背負った執念で挽回し， 頂上を踏んだ。食税担当だっ

たが， 祁備段階から辿征中を通して最もよく隊務に励んだ。次の計画が持たれる男である。

＜プロフィ ー ル＞

◇隊 員

村 上 豊 子
MURAKAMI TOYOKO 

1956.3生

① 北海道旭川市

② 旭川志岳会

③ 医板 

l64cmと女性としては長身で， スラリとした身体つき。 歩くと滅法早く， たいがいの男性隊員

は侶いてかれてしまう。 「ド ー ムではなく，絶対に本峰に立つのだ」と はりきっていただけに本

蜂断念と決定した時は誰よりも悔しがった。旭川赤十字病院の店殿婦で， 医者のいない隊にあっ

て医板担当として活躍した。職業柄言梁使いが流っぽく， 底抜けに陽気な性格とも相侯って常に

笑い声の中心にいたが， 胸がペチャンコ（？）で， 女の子らしからぬ言動のため， 遠征中誰からも

女性扱いされなかった。 が ， 帰国後の報告会ではケ ー キを作ってきたり， インストラクタ ー に毛

糸の帽子を編んできたりして乙女らしいところを見せていた。本人の名営のために， これが本当

の姿であることを付け加えておかねばなるまい。早くも 81年にプリグパント(6,777 m)に 2 度

目の辿征を行う。
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＜プロフィ ー ルヽ

◇隊 員

山 形 正 己
YMAGATA MAS.A.Ml 

1954.3生

① 栃木県河内郡

®'j·: 都宮L'-1峠会 

④ 装11/ii

渋い頻が， 髭を伸ばすと逆に愛矯たっふりになる 装伽担当として活躍 ク
鴫

IJ ー ンのスカ ー フ

をllJiに在き． 常に笑顔のナイスガイ。 途中 ， 体調をl�iし， 少々心配されたが アタック時． 蚊前

先でラッセルで頑脹り． 兄 'H登頂。 無「lながら自然と俊しさか感じられる不息滋な人。

くプロフィ ー ル＞

◇ リエゾン ・ オフィサー

ラジブ・ ラジ

RAJIV RAJ!

(27オ）

① H 4 205 . P - G - P - HOSTEL

INDIAN INSTITUDE OF MANAGEMENT,

JOf<A, D .  H. RORD, CALCUTT A - 70027,

INDIA.

バトナ出身で民間会計士のリエゾン ・ オフィサー 。 小柄ながらハンサム ・ マンで笑顔が索適

な好人物。 我らがB.. Cには この他にもバイポ ー タ ーのラジとエ ー ジェントのラジが居て，

名前を呼ぶのに混乱した。

登巾の方は ， ネル ー 登山学校のペーシック ・ コ ー スとダ ー ジリン登山学校のアドパンス ・ コ

ースを終了している登山家。

遠征期間中は良く登山隊の面倒をみてくれたが． 隣のメル ー 隊の悪玉リエゾン・オフィサー

にそそのかされて2人で勝r：にケダルナ ー ト ・ ドー ムヘアタックしようとして隊長のお目Iiを

喰う一硲もあった。
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◇高所ポーター

カルプ・シェルパ

KARPUSHERPA

（ネパリー，ダブレゴン出身，30歳）

タアシラム

THASHIRUM

（ネパリー，ジュムラ出身，35歳）

ラジュ

RAJU

（ガルワリー，バルサーリ出身，23歳）
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登頂の記

菊池春枝

眠れぬまま登頂の朝がきた。相変らず食欲は

まるでない。無理にとも思うがちょっとの間し

か胃に停まってくれないことを思うと無駄な気

もする。水分だけは摂った。

オーバーシューズがダブル靴の上になかなかは

けず準備にもたつく。昨日はちゃんとはけたの

にと鈍い頭で思いながら。

出発してすぐ，あまりに寒いのでオーバー手

袋を出す。シルクの目出帽を毛糸の帽子の下に

つけて防護する。そうこうしているうちに取り

残されてしまう。じっとしてると寒くてふるえ

てくる。皆のペースになんとか追いつく。黙々

と歩を進めている。咳がしきりと出，飴を頬張

りこ､まかすもすぐ出始める。その都度，呼吸が

乱れ足元がおぼつかない。歩を休めると寒さが

おしよせる。こんなに登ってきてしまって降り

られるかしらとボンヤリ考えたりした。早くお

日様のあたる所へ出たいと思う。

からっぽの冑と咳に苦しみながらひたすら上

を目ざした。足先がとても痛い。

ドームに立った時，もう先へは進まなくてい

いのだという安堵感と虚脱感が一気にやってき

た。日の丸とインドの国旗を手に写真を撮って

もらう。周囲の景色はあまり覚えていない。

登頂に総てのエネルギーを出し切ってしまっ

た私は，下降がいかに苦しいかを味わった。B

・Cまでの2日間は長い長い道程であった。

C・2への下降中スリップした。すぐピッケ

ルで止めたもののいかに気がゆるんでいるかを

知らされた。C・2で荷をまとめC・1へ向か

うも，疲労のため雪に足をとられ何度も転んだ。

歩いているよりも雪の上に腰を下ろしているこ

との方が多かった。時折り小雪が舞った。やっ

とC・’へ辿りつく。ザックに腰下ろしたまま

しばらく動けないでいた。思考と動作が伴なわ

ず，寒くなってきてやっとテントに入る気にな

った。不食不眠の一夜を明かす。

圃趣｡#零
窪零､

天気は良かった。今日は大丈夫だろうと歩き

出すが相変わらず歩みが遅い。隊長や仲間に申

し訳ないと思うも足が言うことを聞いてくれな

い。

A･BC近くの岩場私はここがとても嫌だ

った。1週間前荷上げでC・’に向かうとき，

バランスを崩してもろに両膝を岩にぶつつけた。

このことが終始脳裏を離れず，後々まで尾を引

いていた。

A・BCに着いたのも束の間,B･Cへの途

方もなく長い道が待っていた。食欲はまるでな

いのに水だけは無償に欲しかった。途中，岩場

にへばりついている氷をはがしては渇きをいや

した。日は暮れ，心もとないランプの明りを頼

りに，叱陀激励されても私には別世界を歩いて

いるようだった。途中仲間が心配して出迎えて

くれる。がんばらればと思うが遠い。もう無理

かなと思った。永遠に続くかと思われる闇の中

にひときわ明るい輝きが不思議な温かさを放っ

て浮かんでいた。夢かな？いやちがう。段々近

付いてくる。B・Cへ還れたのだ。登山期間中

私にとって1番苦しく長い1日だった。

ボジュバサでの2日間，不調を取り返し，遅

ればせながらも皆の後を追った。高度が増すに

つれ順化が充分でないことを知りつつもドーム

目ざした。幸運にもドームに立てたが，疲労の

極に達していた。荷上げも充分にできずいつも

遅れをとっていた。反省すべきことばかりであ

る。

登頂の喜びが実感となったのは日本に還って

からだった。

お世話になった隊長，副隊長，インストラク

ター，そして仲間の方々，いつもファイトに充

ちていた豊ちゃん，マイペースであれよあれよ

と思うまに登ってしまった陽子ちゃん，この機

会をおかりして御礼を言わせていただきます。

本当にありがとうございました。

（昭和56年2月22日記）
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先発隊の 記録

関久雄

はじめに

現地参加の僕は，ケダルナートの前に，神奈

川大学のカシミール登山の後，しばらくラージ

ャスターン地方へ旅行し，8月31日デリーに戻

ってきた。

9月2日，ヨークホテルに泊っているところ

へ，群馬女子バギラッティ隊の浅野さんが，尾

形さんの手紙を持って訪ねて来られた。手紙を

読んで驚いた。隊長，副隊長，それにドクター

の不参加と，それに伴うスタッフの変更。9月

5日到着の尾形氏と北出君，それに僕の3名で

山ほどある先発隊の仕事を済ませ，9月9日に

は出発し,B・Cを設け,A･BC,を決め可

能な限り荷上げを行わなくてはならないとある。

「できるだけ仕事を先行してください。」と書

かれた手紙を読み終え，これは大変なことにな

ったと思った。だが，僕の後輩である神奈川大

学の渡辺が帰国まで数日いるので，これ幸いと

手伝ってもらうことにした。

〔9月3日)Cox社へ

朝食後，早速Cox社へ行く。Cox社はコンノ

ートのスカラ座という映画館の横を入った所に

ある。担当のグプタという男に会い，デポ装備

の引き出しについて聞くと，倉庫番がいないの

で今日は出せないという。彼は最初，僕をHA

Jの先発とは思わず，ヒッピー風の旅行客かと

思ったらしい。仕方ないので明日来ることにし，

現地購入品の調査に行く。場所は同じコンノー

トにある，スーパーバザールとシャンカーマー

ケットに行った。ここは日本で言えばデパート

か総合ショッピングセンターと言ったところか。

品物は定価販売で値引きはしないが確かな物を

売っているという。ほぼ必要な物は手に入りそ

うだった。

〔9月4日〕デポ装備引き出し

－ 2 9－

朝10時にCox社に行く。インドの会社はたい

てい9時半始まりで，昼は1時から2時のよう

である。倉庫番はまだ来ていない。

先客がいて，グプタからドームに登るオラン

ダ隊だと紹介される。ケダルナート本峰の日本

隊だと自己紹介すると，「ああ，23名のチーム

ですね」と言う。あなたがリーダーかと聞くと

「私達は5名全員がリーダーで隊員です。」と

面白いことをいう。やがてグプタが来て装備引

き出しは午後にしてくれと言うので，彼と「タ

ポバンで会いましょう。」と握手をしてCox社

を出た。

午後2時，タクシーでデポ置場に向かう。倉

庫は長距離バス発着場のカシミーリーゲート近

くにあった。尾形氏から送られたリストをもと

に，点検と引き出しを始めた。倉庫は暑く，ホ

コリと汗で真黒になってしまった。プラスチッ

クカートンがネズミに少々かじられたほかは問

題なし。午後4時タクシーに装備を積みホテル

に戻った。

夜中に，空港へ尾形・北出氏を迎えに行く。

グプタと群馬の浅野さんが同行した。機は予定

通りに到着。大分待たされて久しぶりに再会。

「ずい分やせましたね。」「インドに2カ月も

いるとそうなりますか」と北出君が心配してい

る。あれやこれやの話をしながらホテルに向か

い，これからの予定を話して部屋に帰ったらも

う朝の4時だった。

〔9月5日]IMF訪問

朝8時半に起こされ，ホテルの前のチャイハ

ナに朝食に行く。どうも眠い。

9時半にCox社に行き，これからの予定につ

いて打合せを行い，次にIMFに行った。

IMFの新事務所はまだ建設中で，丁度事務

局のムンシ・ラム氏が外で何やら作業の指示を

していた。「ナマステ！」と，挨拶を交わし，

内部を案内してもらった。なかなかモダンな建

物で，前の「倉庫のような」と評された事務所

とはえらい違いである。遠征の打合せに入り，

9日の出発に間に合うようリエゾンオフィサー

の紹介をよろしく頼んだ。リエゾンは8日にパ

トナから来るという事である。IMFを出てコ

ンノートに戻り，昼食後Cox社でアレンジ料金

について交渉を始めたが，苦手の英語ではやた



ら｜ノー，ノー！」を連発するばかりで思うよ

うに進展しなかった。

夕方，飛騨メルー隊の瀬木，岩島氏が訪ねて

来られ一渚に食事をする。夜，雨。

〔9月6日〕

8時半きつかりに「おはようございます」と

尾形・北出氏が僕の部屋をノックする。「今日

も忙しいけれど，完壁にいきましょう」と尾形

氏が言う。彼のログセは「完壁！」で，僕らは

彼を「ミスターカンペキ」と呼ぶことにした。

今日の作業は尾形氏は通関，僕と北出君は両替

とデポ品の残りの引き出し,IMFへの再訪と

別行動となる。渡辺には群馬隊と合同で,Cox

社のラニフ°リの手伝いで食料の買い出しをやっ

てもらうことにした。

再びカシミーリーケートの倉庫にタクシーを

走らせ，デポ品を一切車に積み込んだ。

ホテルに戻る途中，僕は別れてIMFへ行き，

1981年登山学校の奄山料金を支払ったり，残務

を済ませた。リエゾンの事については8日にこ

ちらに来るということだけで要領を得ない。ヨ

ークホテルに戻ると，通関を済ませた隊荷を積

んだトラックが到着していて，早速部屋に運び

始めた。ところが，通関時にトラブルがあった

ようで，同行したCox社の男が100ルピー払え

とか，ラジオカセットをくれとかうるさかった

ようで，尾形氏はカンカンである。その男，顔

に傷のあるひとくせありそうな男は，僕にも同

じことを言ってきた。「グプタに言え！」と文

句を言ったが,Cox社もとんでもない人間を使

っているものだと頭に来てしまった。

〔9月7日〕再梱包

今日は日曜だが，休む暇なく再梱包である。

とてもインドにはふさわしくないなと思いなが

ら，リスト作成，先発用食料梱包と，追いまく

られる。午後，雨で一休み。雨が止むと尾形さ

んは短パンツに縄とびを持ってトレーニンクに

出ていった。僕と北出君は顔を見合わせてただ

感心するばかり。さすが「サイボーグ」の異名

を取る人である。

夜の8時半，再梱包終了。よくやりました。

〔9月8日〕

今日は挨拶回りと不足品の購入を終わらせな

くてはならない。朝一番に，エアーインデァの

事務所にJ･シン氏を訪ねた。心よく迎えてく

れた氏と挨拶を交わし，問題となっていたリエ

ゾンの同行の件について相談した。そこで先発

はHAJ隊のリエゾンが同行し，本隊は群馬隊

のリエゾンが2隊に同行することで1MFへ電

話して承認をとってもらった。お礼を述べて事

務所を後にした。尾形氏はこれから{1本大使館

におもむき，北出君は装備の買いたし．僕は酸

素器具の購入に行った。午後，酸素のレンタル

を済ませて帰るとリエゾンが来ていて紹介され

る。彼の名はラージブ・ラージ。年令は25歳位

でパトナ出身の民間人である。登山経験はネル

ー登山学校の基礎をやっただけだという。尾形

氏が「もし，上に登るならクランボンやアイス

アックスもあるが･･･」と言ったら，上には行か

ないと言ってたそうで，尾形氏は喜んでいた。

リエゾンと入れ替わりに北出君が，「ありまし

たよ」と両手にボリタンクをぶらさげて帰って

きたので，石油を買いに行くが，検査日とかで

買えず明朝来ることにした。また，砂糖も手に

入らず，ウッタルカシで購入することにした。

ともかく，出発にこぎつけたので，その夜はビ

ールで乾杯した句

〔9月9日〕ウッタルカシヘ

朝，5時半に起床。荷物をバスに積み込み，

いよいよ出発である。我々3名とL・O,グプ

タ，それに群馬隊の浅野さんと船水さんが同乗

している。途中でケロシンを購入し，バスはヤ

ムナ川にかかる鉄橋を渡ると，一路ウッタルカ

シ目ざして走った。ウッタルカシまで通常2日

－30－



だが，先発隊は約半分の行程でB・Cに入り，

本隊合流までA・BCを建設，荷上げとルート

エ作を先行するというのだから泣けてくる。退

屈なバス旅行の主役はテレコで，尾形氏は水前

寺清子の「365歩のマーチ」を鳴らして悦に入っ

ているが，僕は歌詞の「……休まないで歩けえ」

というフレーズが気に入らない。「やはりビー

トルズですよ」とは北出君。午後3時リシケン

着。バスに乗り疲れてウッタルカシについたの

は夜の10時を回っていた。隊荷を部屋に運び込

み，それから遅い食事に行く。疲れた1日だっ

た。

〔9月10日〕土砂崩れで足止め

ウッタルカシでは食料の購入を済ませ,80数

名のポーター達と出発の予定だった。ところが，

8日のガンガニーダブラニ間での雨のため地す

べりが起き，通行不能になっているという。そ

こで，ポーターの手配と宿泊を依頼している，

GarhwalMandalVikasNigam's社の事務所

へ行き，そこのマネージャーと相談した。道は

幅200mにわたって崩れ,20人死んだとか。復

旧には4日から10日位かかるだろうとか言う。

ともかく明日は現場を見に行くとし，今日は停

滞，買い出しと休養ということになった。「参

りましたね」とか言いながらも内心ではこれで

少しはのんびりできると喜こんだ。

夜，食事の帰りにバザールでGMVNのボス

という若い男と会った。ガルヮールー帯のレス

トハウスやポーターの手配をやっている男で，

かなりのやり手と見た。白人の美人を連れてい

たが，なんとワイフなのだそうだ。我々は羨望

とも嫉妬ともつかない視線を彼に送り，ロッヂ

に帰った。

〔9月11日〕ウッタルカシ

6時半に起こされ慌ててバス停に向かうが，

バスは既に満杯だった。なんとか入り込み7時

に出発する。バスは灰色に逆まき流れるバギラ

ッティ川を足下に，「崩壊常習地帯」をガタガ

タ走った。9時半，ブキに着くと丁度目黒労山

隊とネルー登山学校のパーティが出発するとこ

ろだった。これを見たGMVNのマネージャー

が「今日これだけの人間が通れば明日は大丈夫

だ」と言うので同じバスでウッタルカシに戻っ

…謹畿

た。

午後，買い出しを済ませる。ところが砂糖が

どこにもない。ヤミで10キロようやく手に入れ

たが，なんと1キロ9ルピーも取られた。

〔9月12日〕ウッタルカシーランカ

五時半起床。ポーターはもう集まっていて，

バスに荷物の積み込みを始めていた。6時50分，

我々と80数名のポーターを乗せた2台のバスは

ウッタルカシを後にした。ブキで下山中の東大

と国学院の隊に会った。シヴリンは成功，バギ

ラッティIは失敗したそうだ。僕らはどうなる

のだろうか。

キャラバンに入ると少しはのんびりした気分

になれる。小1時間でガンガニを通過し，やが

てバギラッティ川をせき止めたという大崩壊地

の見える所に来た。すこ,いものである。崩れた

谷間から何やら煙のようなものが見えた。しば

らく崩壊の原因について議論する。先日雨で崩

れた道は幅20m程で，さほど大きなものではな

かった。ダブラニからは再びバスに乗り込みラ

ンカに向かう。あたりは峡谷となって黒部の廊

下を思い起こさせた。ランカ着5：25。

〔9月13日〕ランカーチルバス

ランカとバイロンガティは指呼の距離だが，

左手よりジャルガンガが入り込み峡谷となって

寸断されている。いったんかなり下降し，登り

返したところがバイロンガッティでここからま

たバスに乗る。30分程でようやく聖地ガンゴト

リに着く。それにしても昔からヒンドゥ教徒は

バギラッティ川のような大変なところを聖なる

ガンガの源を求めて巡礼してきたのだろうが，

信仰とはすこ､いものだなと思う。

さて，休む間もなく歩き出し，途中ボルダリ
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〔9月16日]A・BC荷上げ

今日よりA・BCに荷上げに入る。尾形氏は

まだ熱があるが3人で行くことになった｡途中，

東洋大とオランダのテントに寄っていく。両隊

とも今日A･BC入りするとか。我々は大滝さ

んと一緒に，あれこれ教えてもらいながら氷河

に入る。シブリンの据野をまいて，チルティバ

マクに入るまでが常習落石地帯で，本当に嫌な

所である。A・BCは東洋大と同じ場所とした

が，そこまで実に長かった。テントを張り終え

る頃には雨から雪になった。途中でオランダ隊

とすれ違った。その下でパテている北出君と会

った。彼は無理して動いたため高度障害がひど

く,B・Cに帰ったのは7時半だった。心配し

てネギとバハドールが迎えてくれた。「グプタ

は？」と聞くと，「多分サーブ達の帰りが遅い

ので迎えに行ったと思う」と言う。“う－ん，

あいつらいい所あるな”と思っていたら，東洋

大の歯っかけリエゾンと3人で帰って来た。な

んのことはない，遊びに行ってたんだ。

ングで遊びながら行くと，チルバスで尾形さん

が休んでいる。ポーターが動かないというので

今日はチルバス泊りとなった。夕方尾形氏発熱

喉が炎症を起こしているので抗生物質を出す。

北出君も下痢と不調が続いている。群馬の船水

さんはカゼで声がつぶれてしまった。

〔9月14日〕チルバスーゴウムク

朝焼けのマンダピークは素晴しかった。歩く

度にバギラッティやシブリンが近付いてくる。

ガンゴトリに来たぞ！という気分が高まってき

た。ガウムクではネルー登山学校のパオのよう

なテントに泊まる。夜，満天の星空。

〔9月15日〕タポバンB・C建設

今日で群馬隊の2人ともお別れである。「お

元気で！」，「成功を祈っています」。お互い

の健闘を願いながら，彼女らはチャットラギ氷

河へ，僕らはタポバンヘと向かっていった。

シブリンの据野に広がる，広大なタポバンの

東大のキャンプ°跡に，早々とポーター集まって

いる。彼らも今日で終りだ。B・Cはもっと上

に設けようと考えていたが，ナイケ，グプタの

指示が悪く，統制がとれないまま荷物を降ろさ

れてしまった。ポーター達は「サーブナマステ」

と挨拶をして帰っていく。残ったのは我々とL

。Oとグプタ，コックのネギとキッチンボーイ

のバハドールの7名である。急に静かになった。

夜，東洋大の大滝さんらメルー隊が遊びに来た。

オランダ隊と隣合わせだそうだ。ルートのこと

､,L・Oの事についていろいろ話を聞き,「プ

レイボーイ」と「写楽」とを交換した。お互い

貴重な雑誌である。夜，尾形氏発熱。北出君，

夜半咳込む。

〔9月17B]B・C移動

2人共，熱が下がらず，行動は見合わせ,B

・Cを移動することにした。このB・Cより1

時間程上に,JACケダルナート隊のB・Cが

あるが，そこにB・Cを移すことにした。そこ

で，グプタとL・Oに事情を話し，手伝っても

らうことになった。メンバーはグプタにL･O,

バハドールと僕，おまけにオランダ隊のL・O

も手伝ってくれた。午前1回，午後は1時半か

らもう1回やるというと，グプタは4時から始

めて6時に帰ればよいと言う。この辺が理解で

きない所だ。結局2回目は2時からなまけ者グ

プタを残して出発。ラージプ・ラージに荷上げ

の礼を言うと，「アイムオールソーマウン

テニァー」という答が返ってきた。ちょっぴり

感激した。夜，尾形氏は小康状態になる。

錘剃

〔9月18日〕尾形氏ボジュバスヘ

明方尾形氏のうなり声を聞く。熱が下がらず，

39℃台である。尾形氏はここにいても熱は下が

らないからボジュバスまで下がると言う。また，

コックのネギが胸の痛みを訴え，下りたいとい

うので,HAJへと飛騨メルー隊へ，尾形氏の

状態を書いた手紙を持たせ下らせることにした。

…
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たが，最初僕を見てハイポーターかと思ったら

しい。再会を喜ぶ間もなく，ポーターをだまし

だまし新B・Cまで上げさせる◎後で数人のポ

ーターが盛んに抗議していたが，僕はとぼけて

知らん顔していた。次々となつかしい顔と対面

する。順応活動をすませた彼らは，またボジュ

バスヘ下っていった。今夜は北出君と2人であ

る。夕方から雪になり，バハドールが｢大変だ。

キッチンテントが壊れる」と言ってきた。降り

しきる雪にはかなわず，キッチンテントをつぶ

し，荷物にシートをかぶせたままにしておいた。

ともかく，これで本隊と合流でき，一安心した

夜だった。

尾形氏が下山の準備をしていると，メルー隊の

山本ドクターと岩島が来てくれて，診てもらう

ことになった。12時半頃から吹雪となり，2時

半頃かが止んだので尾形氏は下り始めた。北出

君が同行する。尾形氏はとても熱がある人とは

思えない足取りで下りていったが心配である。

1人残った僕は背負子の修理と荷の整理を行っ

た。夜雨になった。

〔9月19日〕本隊と合流

新B・Cへ荷上げをすませ，交信に行くとポ

ーターが続々と登ってきた。久しぶりに見る隊

員の顔も見える。野畑さんがトップで登ってき

本隊キャラバン 樹

縫

斎藤光明

緤
：
蟻
錬〔昭和55年9月13日〕－

成田発16:05｡AI-315

30分遅れて出発，空港はやや曇っていたが，

離陸すると雲海の夕焼けと富士山がとてもきれ

いだった。

に似ている。山の中腹にだんだん畑，小さな農

家が点々としている。途中小さな村で休憩。バ

スを降ると子供たちがめずらしそうな目で我々

の一行を見る。ここよりまた山道を挺々と走る

と，急に大きな町に入る。映画館まである。こ

こからウッタルカシである。私たちはここのビ

ックワンホテルに泊る。

〔9月14日〕

デリー着。その夜はインペリアルホテルに向

かう。リシケシヘの出発は10;45分，ツーリス

トのバスが迎え-にくる。

デリー一4塁リシケシのツーリストバンガロー

10:45出発18:30着

7時間の道のりをバスにゆられてリシケシに

着く。ツー'ノストバンガローは，なかなかきれ

いな宿である。ただ気になるのは，天井にヤモ

リが数匹くっついていることだ。ツインベット

に寝ていてもあまり気持のよいものではない。

〔9月16日〕

ウッタルカシ竺zミガンガニ生ダブラニ

8：30出発10:3"i15:30=

ウッタルカシより1時間半くらい走ったあた

りで，雪を付けた山が見えてくる。ガンガニで

バスはストップっここから先は歩きである。み

んなバスに乗り疲れた足を動かせると言って喜

んでいる。道にはひつじと軍人がたくさんいる。〔9月15日〕

リシケシ坐ｼｳｯﾀﾙｶｼ

9:00出発16:40着

リシケシからバスで40分位走ったあたりから

山岳地帯に入る。ちょうど日本でいえば奥秩父

〔9月17日〕

ダブラニ竺畢

9:00出発

ランカ塗バイロカティー
10:4011:20
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と塁ガﾝゴﾄﾘ

14：0O

まわりを見ると，大峡谷で大きな岩壁が目に

つく，道がとぎれとぎれなので，バスに乗った

り歩いたり，なかなか楽しいキャラバンである。

ガンゴドリの町には大きな寺院があり，その回

りには，たくさんの宿がある。宗教の町という

感じである。その夜ポーターたちと寺院の庭で

ダンスをしていると，寺の中で急にお経が聞こ

えて，踊っていたみんなは手を合わせて洗礼を

受けた。水を頭にかけられ，甘いお菓子をもら

ったが，あまり食べる気がしなかった。

〔9月18日〕

ガンゴトリ歩→チルバス塗診ボジュバス

〔9月19日〕

ボジュ°バス塗>ガンゴトリ氷河の末端杢参仮B･C
9：30出発11:2013:30

登山の概要

尾形好雄

「聖なる地」の意を持つタポバンは，インド

最大の氷河，ガンゴトリ氷河の左岸に位置し，

怪峰シブリンの据野に展開する広大な曠野であ

る。

この「聖なる地」に我々先発隊がB・Cを設

けたのは9月15日であった。

B・Cの高度は,4,350mと少し高く，ウッ

タルカシのポーター達の何人かは高度障害のた

め,B･C直下のモレーン帯の登りでダウンし

てしまい，強靱なポーターがダブルボッカをし

てのB・C入りであった。そんな有様で広大な

タポバンの曠野を突っ切った先へB・Cを設け

ることは難しく，結局，東京大学のシブリン隊

のB・C跡に構えることにし，先発隊はひとま

ずここに隊荷をキープ°した。

B・C建設の翌9月16日からは，早速,A･

BCへのルート偵察と荷上げが開始された。

塗．ボジュバス

17:00着

ボジュバスを出て2時間の所で氷河の末端に出

る。初めて見る氷河はとても興味深い。あの青

い氷からなぜ濁った水が流れて来るのか不思議

である。仮B・Cの草原帯の真ん中にあるシブ

リンの姿がとても美しい。

〔9月20日〕

ボジュバス生診仮B･CfB・C

この日は最終キャラバンだというのに，自分は

調子が悪い。高度障害が我れ先にと出たらしい。

昨日調子良く歩いた道がとても苦しい。

みんなは雪の積った草原をB・Cまで快調に

足を進めるが，自分と数人の調子の悪い者は，

仮B・Cまで歩くのがやっとだった。

今日はシブリンもガスがかかって見えない。

甲子園球場が2～3面もとれそうなタポバン

には，すでにメルーの東洋大学隊，ケダルナー

ト・ドームのオランダ隊の2隊がB・Cを設け

ており，それぞれ登山活動を開始していた。タ

ポバンの曠野を横切り，シブリンの据をからむ

ようにガンゴトリ氷河左岸のサイドモレーンを

進むと，シブ'ﾉンのガネッシュ稜の末端付近で

ガンゴトリ氷河へ下降するようになるが，ここ

は絶えずサイドモレーンの崩壊があり，落石の

脅威にさらされながらのいやらしいトラバース

で，肝を冷やされる所であった。この落石帯を

過ぎると，堆石氷河はモレーン稜状を呈し，左

岸から合流してくるキルティ氷河に沿ってゆる

やかにカーブするようになる。シブリンもこの

キルティ氷河側にまわりこむと，あの天空に突

き刺すようなシバ・リンガ（シバ神の巨根の意）

の山容と異なり，双耳峰となった時特異な姿を

現すようになる。そのシブリンの圧倒的な側壁

に囲まれたキルティ氷河左岸のアブレーション

バレィー(4,760m)にA・BCを建設する。

この日のA・BC迄のルート偵察と荷上げ行

に依り，我々が隊荷をキープしたB・Cより更

に40分程進んだところにB・Cに格好な場所が

ある事が判明したので,B･Cを移すことにし，

早速，翌9月17日から本隊の到着迄，先発隊は
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B・Cの移動にかかる。

一方，9月13日に日本を出発した山田副隊長

以下16名の本隊は，アプローチも順調に進んで，

18日に全員元気にボジュバサに到着した。成田

を飛び立ってからわずか5日目という短期間で，

ガルヮールの山懐深くヒマラヤの眺められる所

へやって来れるのであるから，インド・ヒマラ

ヤのアプローチは便利な筈である。

9月19日は，ここ迄一緒にやってきたバギラ

ティⅡ峰に向かう群馬の女子雪氷クラブの本隊

とガウムクで別れる。彼女たちはガンゴトリ氷

河右岸沿にナンダンバンヘと向かい，我々の方

はガンゴトリ氷河の舌端付近を横切って発達し

たサイドモレーンの急登に汗を流してタポバン

ヘ向かった。

本隊のB・C入りに当っては,4,300mライ

ンの高所順化に留意して一気にB・C入りする

ことを止め，一旦ボジュバサから空身でタポバ

ンのB・Cを往復してから翌日B・Cへ入るこ

とにし，この日は全員ボジュバサヘ戻った。や

はり最初の4,000mラインということで,B･

C迄到着できず早々に引き返してきた隊員も見

られたが，それほどひどい高度障害を訴える者

もなく，翌20日には全員がB・Cへ上がった。

但し，大事をとって高度順化が遅れている者は

旧B・C泊りとし，翌日新B・Cへ上がらせた。

丁度，本隊がB・Cを訪れた19日から，ガン

ゴトリ氷河一帯の山々は悪天候に見舞われ，タ

ポバン付近迄一面白銀の世界と化したが，その

3日間続いた悪天候も過ぎ去り，いよいよポス

ト・モンスーンの好天が訪れた。

9月22日,A･BCへの荷上げを再開し，先

発の尾形，関の2名はA・BCに入る。また，

B・C入り後，発熱して順化の遅れている2名

は角田インストラクターが随行してボジュバ

サヘ下らせる。医療係の看護婦さん村上は山田

副隊長と共にメルー氷河の飛騨山岳会メルー隊

のB・Cを往訪して山元ドクターにいろいろと

ご教示を仰いでくる。

降雪後のモレーン帯の通過は落石が物凄く，

最悪のコンディションであったが，なんとか無

事に荷上げも終えA･BC滞在者を出すことが

できた。

9月23日，前日A･BC入りした尾形，関の

2名はC・1のルートエ作に向かう。まず,A

畦

･BCからなるべくアルバイトの少ないルート

を選びながいられルティ氷河を横断する。この

辺りのキルティ氷河も起伏の激しい荒涼とした

堆石氷河をなし，対岸までの横断にはたっぷり

1時間以上もかかってしまう。この氷河を横断

してモレーン帯に上がり，アフレーションバレ

ィーに降り立ってからケダルナート・ドームの

北西稜というべきドームから右下に派生してい

る冗長な尾根に取り付く。岩屑混りの雪道には

膝位のラッセルを強いられ思いのほか高度が稼

げず，この日の最高到達点は5,415m迄で荷物

をデポして下る。この日は新たに10名がA・B

Cに入り賑やかになる。

9月24日,C･1(5,550m)建設。A・B

C入りした隊員のうち不調者1名を除いた11名

でC・’建設に向かう。1度トレールが着くと

前日の苦労が嘘のようにピッチが上がり，正午

過ぎには北稜上のC・1予定地に辿り着き早速

設営する。C・l直下は広大な雪壁となり雪崩

の爪跡も見られたので,50mのフィックス・ロ

ープを施こす。

9月25日，前日のC・1荷上げを見て，体調

の良さそうな山田，新郷，関，高瀬，藤岡の5

名をこの日C・’泊りとして残りのメンバーは

この日もC・lの高度経験を踏む。また，ボジ

ュバサヘ下っていた隊員も体調を取り戻してA

･BCへと上がって来て漸く全員が本格的登山

活動に出揃う。

9月26日,C・1入りした5名は，この日6

時前から行動を開始し,C･2へのルートエ作

に向かう。ドームへと続く尾根はまさにスキー

滑降に適した冗長な斜面となって続いており，

その中を膝迄のラッセルを強いられながら遅々

とした歩みで一歩一歩高度を勝ち取り，正午過

ぎにC・2予定地(6,280m)に到着する。途

－ 35－



10月1日，アタック当日,C・2入りした5

名のうち藤岡は初めてのc・2泊りで不調を訴

え，アタックを断念する。副隊長の山田が付添

いで一緒に残ることになり，新郷，関，高瀬の

3名で第1次アタックをかける。午前3時30分

にC･2を出発した3人は小1時間も進まない

うちに，余りの寒さに耐えきれず，ツェルトを

被って暫くの間休む。この頃より高瀬の調子も

悪くなり，高瀬は独りでC・2に引き返すこと

にし，残り2人でアタックを続行することにな

った。6時頃高獺はC・2に戻り，高瀬が引き

返してきたので急違，山田がアタックに向かう。

猛烈なスピードで2人の後を追った山田はドー

ムの手前で2人に追いつき其の後，3名で登高

を続け，9時10分,3人はドームの頂上に到達

した。

ドームから対時して眺める本峰はやはりルー

トが長く，出発のつまずきから時間的にも遅く

なっており，本峰へのアタックは断念してドー

ムで打ち切ることにする。

下降に際して関隊員は,6,831mのドームの

頂きからスキー滑降を行い雄大なシュプールを

描きながらC・1へ下る。

第2次アタック隊の15名はこの日C・2へと

キャンプを移したが,C・2への途中で飯田は

不調を訴え残念ながらアタック前にA・BC"､

下ることになる。一方，この日体調不調からア

タックを断念した高瀬，藤岡の2人はC・2の

下で第2次アタックのメンバーと合流，見たと

ころそれほどの不調とは思われず，明日ドーム

へのアタックを再トライすることにし，一緒に

再びC･2へと引き返す。

第1次アタックから戻った3名のうち新郷，

関の2名はC・’へと下り，山田副隊長には明

日のサポートのためにC・2に留って貰う。

中のクレバス帯と雪壁の所には100mのフィッ

クスロープを施した。

また，この日は新たに10名がC・1に入り計

15名がC・l泊りとなり大賑わいとなる。

9月27日，昨日C・2へ到達した5名はこの

日A･BCに下って休養に入り，早くも登頂態

勢に備える。一方，前日C・’入りした10名は

C・2の荷上げに向かい,C･2到着後，さら

に高度差にして50m～100mを自己体力に応じ

て登り，各々6,330m～6,380m位迄の高度経

験を踏んでC・’へと下降した。さらに順化が

遅れて後からA・BCに上ってきた5名もこの

日はC･1に上がりステイする。

9月28日，昨日,C･2上部迄足をのばした

9名は朝から休養にA・BCへと下る。一方，

前日C・’入りした5名は角田インストラクタ

ーが同行して,C・2へと向かいC・2迄の高

度経験を踏んでから一気にA･BC迄下って休

養に入る。19時過ぎてから漸く殿が辿り着き，

B・C以来2度目の全員集合となり，各テント

からは夜遅く迄明かりが洩れ談笑が聞こえてい

た。

9月29B,B･C入りして9日目，この日か

らいよいよ頂上攻撃に入る。まず第1次アタッ

ク隊として27日から休養に下っていた山田，新

郷，関，高瀬，藤岡の5名がA・BCを出発し

てC・’へとキャンプを進める。他の15名は第

2次アタックに備えてA・BCにて休養。登頂

への想いを胸に抱きながら最後のレストを各目

のんびりと味わいながら過ごす。

9月30B,C･1の第1次アタック隊5名は

雪煙舞い上がる中をC・2へとキャンプを進め

てアタック前夜を迎える。

このC・2からケダルナート本峰へのアタッ

クは少々距離が長くなる上，ドームと本峰の間

がギャップ°になっており，アタックルートとし

てはやりにくいルートとなっている。長丁場で

帰途ドームの登り返しがあることを考えると，

かなりシビアなアルバイトが懸念されたが，一

応，翌日のアタックは，午後3時にC・2を出

発して本峰を狙う事としてトランシーバーで打

合わせる。

A・BCで休養していた残り15名の隊員は第

2次アタック隊としてC・lに入り，全員一丸

となって登頂態勢に臨む。

霊

畢
晩
碑

零畿…垂

ヘハ
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A・BCからこのC・2迄はモレーン氷河と

冗長な雪稜をオンリー・ウォークで登るだけの

易しいところであったが,C・2からドームへ

はアイゼンとピオレの領域となるため，アタッ

ク前日というのにこの6,300m近い高度でアイ

ゼン・ワークの雪上訓練と相成る。

10月2日，ファイナル・キャンプ°に17名とい

う今迄のヒマラヤ登山では例を見ないような賑

やかなC・2での一夜を過し，第2次アタック

隊は全員でドームのアタックへ向かう。サポー

トとして山田副隊長にはC・2に残って貰い，

6時40分,C・2を後にする。ポスト期も10月

に入り，高度も6,000mを越すと雪面は締り，

アイゼンの領域となる。つい先日迄のラッセル

が嘘のように発達したシュカブラにアイゼンを

利用して登っていく隊列の風景は，まさに冬富

士登山を想わせるような登高で，高度を稼せぐ

度に各自の速度は減速され立ち止って喘えぐ回

数も多くを重ねるようになる。

C・2を出て凍てつく朝の寒気の中を登るこ

と約3時間半で，広々としたドームの頂に全員

辿り着いた（午前10時)。

お決りの頂上での儀式も，1度に16名となる

となかなか大変で6,831mの高度とは思えない

頂上での全員集合の記念写真まで撮った。

頂上からの眺望は，生憎と北側が濃霧におお

われ,360度の展望は得られなかったが，それ

でも充分満足できるような幾重にも連なる重々

としたガールワールの山並みを眺めることがで

きた。

頂上からの下降は，旗を振ったという安堵感

から足元が定かでない者も何人か現れ，難儀し

たが，1時間半程の下降でどうにか無事にC・

2に帰還した。早速，撤収にかかり，長居は無

用と用意の出来たものから下山に着く。各自膨

れあがったザックを担いでの撤退は，下るにつ

れ1人，2人と落伍者が出て，結局疲労の激し

い者はC･1泊りとし,7名がC・1に留り，

他の者は一気にA・BCへと下って我々のアタ

ックは終了した。

10月3日，感激の一夜は明け，この日はC・

1,A･BCともに撤収して，全員B・Cへ帰

還する。

帰路キャラバン

遠藤喜重郎

[1980年10月3日〕

長いようで短かかった登山活動も終え，今日

はA・BCキャンプ撤収日である。まだ山に未

練がある者，一刻も早く下山して風呂に入り，

冷たいビールを飲みたいと思っている者，各自

それぞれいろんな思いを抱きながら荷物等の整

理を終り，これよりB・Cキャンプを目差して

出発だ。足どりは高度順化に慣れたせいか軽快

そのものでA･BC入りした時の重い足どりが

嘘のようだ。回りの風景もA･BCキャンプ入

りした時は雪が何cmか積っていたが，今は雪も

完全に解け，快適そのもの。3時頃B・Cキャ

ンプに着いた。キャンプにはリェゾン・オフィ

サー,Cox社の人々が居て，「おめでとう」と

言いながら握手を求めて来た。夜7時頃になっ

て，ゲタルナート・ドーム登頂後不調のためC

。lキャンプに泊まった何名かの者も無事B・

Cキャンプ・に着いた。これで全員が久しぶりに

B・Cキャンプ入りした。その夜は何日かぶり

で乾杯の酒を飲む。少しの量だが酒を飲むのは

久しぶりだったのでとにかくうまかった。食後，

外でたき火を囲みながらインドの唄とか，日本

の唄とか……で一種の交流会を開いた。寒い夜

であったが，空には満天の星がちらばって印象

的な夜であった。

〔10月4日〕

寒い目ざめとともに，チャパティー等の朝食

をとり，食後，全員雪やけした真黒い顔（中に

は始めから黒い顔の人もいたが）で，記念写真

を撮る。今日はBC撤収日なので，また撤収作

業に移った。荷物等の整理も終り，あとはポー

ターが荷物を運ぶのみとなったが，午前中まで

には来る予定のポーターがなかなか姿を見せな

い。

結局来たのが午後3時頃であったため，今日

中に行く予定だったボジュバスは中止になり，ボジ

－ 3 7－



1バスの手前にあるメール登山学校テント基地

に変更となる。時間の遅れは最後までひびき，

テントを張り終えたのが午後7時過ぎとなり，

夕食も午後9時頃になってしまった。何をする

事もなく夕食後はテントに入り，寝るのみであ

る。今日の夜は一段と寒い。

〔10月5日〕

今日はガンゴトリまでの長丁場になるため，

いつもより早く朝食をとる。朝食は例によって

チャパテイーである。天気も良好，今日は絶好

のキャラバン日和になりそうだ。朝から何名か

のポーターが下りてくる。おそらく昨日BCキ

ャンプ付近にでも泊ったのだろうか。

午後10時頃より各自それぞれガンゴトリをめ

ざして出発した。行きのキャラバンと違い，の

んびりした足取りである。中には湧水で髭を剃

っている者，休憩休みを充分すぎるほどとって

いる者などさまざまなので，ガンゴトリに着い

た時間もまちまち，ガンゴ､トリに着いた者は決

まって油で妙めた菓子とチャイで空腹をいやし

た。何故かというと今まではキャラバン中Cox

社が用意した昼食のランチBOXが今回から配

給されなかったためです。

夕食には珍らしくオニオンスライスが出て食

欲をそそった。今までもそうだったが20名の食

事時は大変なものだ。本当に要領のいい人は良

く食べ，要領の悪い人は最悪である。それにし

ても食欲旺盛な我々の胃袋を賄うキッチン係も

大変だなとつくづく思う。

夜は久しぶりに南京虫とベットで寝る事にな

る。南京虫に食われないよう祈って寝ることに

しよう。

〔10月6日〕

昨夜は幸にして南京虫に食われず眠る事がで

きた。今日はダブラニまでの予定で，ガンゴト

リとバィロンガテイの間はバス使用する。そこ

からランカまで約30分ほど歩く。ランカでダブ

ラニ行きのバスを待つ。待つといっても2～3

時間は待たなければならない。ランカはちょっ

とした広場で，茶店らしき店が3～4軒あり，

その店で例により買食いをする。なかには少し

の暇があるとボルダリングに熱中する人がいて，

毎回飽きずにと感心する。やがて1台のデラッ

クスバス？が到着。ポーター達と我れ先と乗り

込む。途中ハルシルでロキシー（地酒）を買う

ためにポーター2名が降りる。今晩酒にありつ

けると思うと咽がなる。ダブラニには午後5時

頃着いたが，特に変化なし，例によりカレーの

夕食を食べ横になる。カセットから聞き飽きた

日本の歌謡曲が流れ始めた。地酒を期待してい

たがなかなか戻ってこない。やっと午後10時過

ぎになって戻ってきた。聞くところによると，

今日のバスはなくハルシルから歩いて来たとか

で，本当にこ苦労さんでした。地酒は水ぽく正

直なところうまい酒ではなかった。

[10月7日〕

朝食はそろそろ底がついたのか，いつもより

少ない感じである。

ダブラニを午後8時に出発する。ダブラニよ

り歩いて1時間位の所に温泉があるとの事であ

ったが，どの辺なのかわからず通過する。後で

何名か温泉に入ったとの話，うらやましい限り。

見なれた風景に目をやりながらやがてガンガニ

に着く。ガンガニにはすでにCox社のバスが待

っており，リシケシまでバスの旅となる。リシ

ケシのバンガローに着いたのは午後10時頃とな

った。

明日はニューデリー入りだ。ホテルに着いた

ら風呂に入り冷たいビールを飲もう･･……･･そ

んな事を思いながら床につく。

凸､

告蝉 豊熟

－38－



＜行 動表＞

C・1 SummitC・2A・BCR・BC B・C

6,280m6,831m5,550m4,350m

丁
4,860m3,750m

尾，北 本隊R・BC
到着

9/18
一

－－ ~

北一

山．角，新，高
藤遠,丸,斉
山形,野,大,宇
菊，木，村，飯白戸

19

大
斉
木

新
丸
菊
遠

角
野
飯
彪

山
藤
字
山

尾
高
熊
村

B・C入り→
20

二コ 角，関

B・C移動21

尾.関
一

一
二

一
一
一
一
一

角,斉,菊
木遠

北
ｊ

り
９
隆
乙
恥

藤
野
点

高
宝
飯

新
丸
味

壬
22 ＝‐

メノ、一

氷河
山.村ク

遠
野

藤
木

高
木

新
村

山
字

尾.関一 一

一
23

角
人,飯,熊》一

二

高
木

関
北

新
遠

ｋ
ｆ

１
里

尾
藤
村

一一

'第1Camp建設斉,山形,菊一
24 ー

角,丸,飯.熊,左ー
一

’
一 藤

宇
ｊ

高
丸
熊

関
飯
大

？
ｆ
／
Ｉ
、

新
角
北

山
尾
村

ニーーーーー､
～

1

25

斉,l1｣形,菊

山.新,関,高,藤遠
木

丸
村

飯
北

角
宇

尾
野

26 ＝

大,斉,山形
熊.菊

〕
喧

火,斉,山形
熊,菊

111,新,関,高,藤、 再

乙イ 第2Camp建設＝

藤
野

飯
木

丸
村

角
宇

尾
北

1
一

角,大,斉,山形
熊,菊

弓ー

■28
一
唾野

北
飯
木

丸
村

尾
字

一

～

－ 3 9－



R・BC

3,750m

B・C

4,350m

C・1

5,550m

C・2

6,280m

Summit

6,831m

AoBC

4,860m

山逝狸,筒,礎
一9/29

尾,角,大,丸,斉
山形,野,遠,飯，

辮華〉30
山,新,関,高,藤

・--“‐→

ロ

ー

高
山

一
藤
↑

第1次アタック
飯

－

－つ

山形,斉,村，蟇
～

10/1

篭暑釜嘉
＝’

二通砦 第2次アタック

一
一

三尾,角,丸,熊，
2

一大高嬢宇、蕊荒憲
＝

尾,角,丸,熊,木
菊,木

二
一

３ ＝

一 一~

山,新,関,筒,藤，
斉,山形,大

遠,字,野,飯,村

＝

=B.C撤収 撤 収4

FII」

Ⅱ
ｍ

ｎ
ｌ

ｍ
卵

ｕ
・

５
６

Q Ｉ
ｎ

ｑ
↓
ｒ
‐

ｎ
．
ｊ

ｌ
『
Ｊ

ｎ
Ｈ

ｕ
ｌ

4
"|Y｡c,
628u:'$l－－－－－

C・2

6，2帥、
N･YAMADAY,“ATA

A

1I ハ ／C・I

5昂50m

C・1

5．550m

U三に ⅣI/戸
』
別

Ｂ
蝋

■
耐

１
１

Ｃ
ｎ

Ｂ
ａ

●
８

ｋ
４

芸一
側 I

一F

B・C

43別、
ｍ

Ｃ
印

■
ｎ
、
》

８
４

A/ IR･BC

3750m
R・BC

3－75OII

｜
”９

’
８

－
Ｍ 2122232425262728293010/123．1 9,..18192021222324252627282930101234

’
Ｉ
、

耐１
３

ｎ
質
甲

ｕＳ
６

Stlnlmlt

6．831m

F･TSUN C・2

6.2801,

C・2

6.2棚、

ｍＯ

Ｉ
５

■
Ｐ
Ｈ
〕

●
し
５

ｍ
《
岬
菅

Ｋ
Ｉ
Ｆ
か

巳
毎
酎
ｗ

Ｃ
５

く
ｒ

Ｂ
駅

■
（
Ｈ
》

Ａ
、
４
１

Ｃ
ｎ

Ｂ
ｍ

■
《
Ｈ
）

Ａ
４

B,C

4．3釦、I4.3帥、

【
Ｌ
Ｔ

３
０

Ｋ
５

■
『
Ｊ

Ｒ
３

（
し
、

１
０
１
５

●
寺
ｊ

Ｒ
３

9/1819202122232425262728293010/1234

|， 1819202121232425262728293010/1234

40－



Ⅲ
ｍ

ｍ
ｌ

ｍ
鞠

ｕ
，

３
６

弓 洲
ｍ

ｍ
ｌ

ｍ
鯛

ｕ
・

３
《
ｂ

1
N･SHINGOK,ENDO C・2

6‘280m

r､？

6．280m

／A ノ C・I

5．550m

ｍＯ

１
５

●
且
Ｊ

Ｃ
５

I／Aハ ノ 、
一
ｍ

１８
印

●
〔
ｘ
ｕ

Ａ
４

ヘ。BC

4.860m

B・C

4.350m
ｍ

Ｃ
印

■
守
り

Ｂ
４

A/R・BC

3．750m

：9/'819202122232425262728293010/123

I R・BC

3,750m

9/'819202122232425262728293010/1234

Ⅲ
ｍ

ｎｒ
ｌ

ｍ
堀

ｕ
、

５
６

C・2

6,280m

／ｍ

ｌ
釦

■
便
り

Ｃ
５

10/1234

- 41-



Summ】t

6．831m
眺
ｍ

ｍ
ｌ

ｍ
配

ｕ
，

Ｓ
６

M･YAMAGATA S・MARUC・2

6.記0m

C・2

6，290，

col

5．5釦、

C・’

5.5鋤、

A・BC

4．8帥、

A・BC

4‘860m

B■C

4‘3卵、 ｍ

Ｃ
釦

・
司
哲

８
４

Ｃ
ｍ

Ｂ
釦

Ｂ
Ｔ
ｆ

Ｒ
３

R・BC

3,750m
B

ﾉ181920212223242526272828301Ⅳ1234 h/1819202122232425262728293010/12~~J~I

Ⅲ
ｍ

ｍ
ｌ

ｍ
帥

ｕ
・

ｓ
６ SUmmlt

6‘831m

Y・KIMURAC・2

6．2鋤、
C・2

6‘280m

八一 ハハ／ｎｒ

ｌ
凱

令
一
氏
》

Ｃ
５

ｍ

ｌ
馳

巳
二
国
Ｕ

Ｃ
５

A／ A/VA・BC

4．8印、 i§鵬’

B・C

4．3釦、
B・C

4,3卵、

T
I _A/ I顕 R・BC

3．750m

~了9/1819202122232425262728293010/1234
|9/1819202122232425262728293010/1234

川
ｍ

ｍ
ｌ

ｍ
鋤

５
６

剛
ｍ

ｍ
ｌ

ｍ
師

ｕ
・

Ｓ
６

－1－

し
A･FUJIOKAM･SAITO

ｍ

２
帥

■
り
と

Ｃ
６

C・2

6280m

ハ／ /’ｍ

ｌ
卵

■
一
員
》

Ｃ
５

c・’

5-5釦、

JV|／ /VI/Ｃ
ｍ

Ｂ
帥

■
Ｒ
Ｕ

Ａ
４

Ｃ
竹

Ｂ
帥

・
８

Ａ
４

／ B・C

4．3釦、

B・C

4－3駒、

~ⅣＣ
汀

Ｂ
帥

■
ワ
ｆ

Ｒ
３
－

R・BC

3.7卵、

9八8192021222324252627記29301Ⅳ123 9/'81920212223242526272829301Ⅳ1234

・
肌
ｍ

ｍ
ｏ
ｌ

ｍ
師

ｕ
‐

Ｓ
６

机
、

ｍ
・
Ｉ

ｍ
邸

ｕ
・

Ｓ
６

1
T､MURAKAMu

:乳"’
A･KITADEC■2

6.麺、 A

ノ

／／C・I

5．5卵、

L・【

5－550m

AA/〔
し
、

１
〃
《
Ｕ

Ｉ
Ｌ
億
Ｗ

●
日
》

Ａ
４

AoBC

4．8“、

１
斗
Ｉ

ﾊ／ １
斗
～

B・C

4．3釦、

ⅣR・BC

3,750m

3 4'9′18192121221,2‘2‘'6272‘鯛，010/1，9A819202122232425262728293010/1234

－42－



食糧

（チーフ）

斉藤光明

野畑浩之

新郷信廣

丸誠一郎

木村陽子

菊池春枝

関久雄

初めての海外登山の食糧を計画する。これは

自分たちにとって大変な役目だった。

日本の冬山合宿の食糧を計画するような簡単

にはいかない。一口にヒマラヤで食べる食調を

20人・2週間分といわれても，まず何をしてよ

いのかまごつく始末であった。

そこでまず当,食糧係の始めた仕事は、隊員全

員の嗜好品，好きな食糧，またいつも冬山合宿

などで使う献立表などのアンケート調査であ

った。その結果，日本全国の冬山合宿の献立表

が集まって来た。カレーライスに始まり，五目

飯，牛丼,.チャーシュウメンまでたくさんの資

料が入ってきた。その中から，ベースキャンプ

の食糧を遊ぶことにする。また，高度食職とし

てはドライフーズを使用することにした。この

頃出始めの「マウンテンハウス」の使用も考え

た。

そして5月の連休に行った富士山合宿でこの

献立のサンプルを実際に作り，隊の人たちに試

食してもらう。「マウンテンハウス」は，物めず

らしいせいか好評で，特にフルーツがよいとか

で、取入れてくれと言われたが，予算が合わず

数は少なくなった。またレーション（行動食）

もいくつかのサンプルを菊地さんが作-って来たc

これも「多い」「少い」の声はあったが嗜好品と

してはなかなかだった。ここまではよかったの

だが、ベースキャンプ食を作った..1･-ころ，アル

ファ米．シチュー，インスタントミソ汁の献立

の中に，「納豆汁｣があって，これを出したら関

西方而から来た人たちから批判が出た。関西で

は納豆はあまり食べないらしく，|~ヒマラヤでこ

んな物食えんワー」と。食糧係はそこまでは気

がつかなかった。この頃から食糧係の動き方も，

方針も決まり実質的な献立作りと，食糧集めが

ｲ丁われた。

大きく分けると，食糧は，ベースキャンプ食，

高所食糧，行動食，嗜好品と，四つの分野にま

とめていった。

ベースキャンプ食糀は，従来の冬山食糧と同

じにした日本食で，食べなれたものにしようと

いうことである。またキャラバンでインド料理

もあきる頃だからだ。それとベースキャンプ食

櫛の予算を大幅に安くできたのは，一つに食品

会社よりたくさんの寄付を受けられた事がある。

頭を下げ，寄付を受ける。遠征ならではの光景

である。また，食糧係全員で築地へ買物に行き，

値ぎりまくる。安く山へ行くためには，並々な

らぬ努力が必要だ。

高所食糧は，マウンテンハウス，ドライフー

ズを主体とした各食糧をレーション化し，軽量

かつコンパクトに重点を置いた。当初の予定で

は，高所では高度障害のため食が進まないと聞

いていたので、量を減したのだが，タブな人間

が多く，予定よりかなり食い込んでしまった。

マウンテンハウスは，調理が簡単で孫く，使

いやすいが，日本人にとって満腹感がないのは

さみしい。しかしドライフーズの野菜は，色ど

りがあざやかで食欲をそそる。高所の食事は，

味よりも目で味わう方が食欲が出る。

行動食、嗜好品は，菊他さんがたくさんのア

イディアと並々ならぬ研究により完檗に行われ

た。品名，単価，一パック当りの数量，製造会

社重量もこまこ'まと調べ，パッキンク、した。ま

た，築地でお菓子を買う時も，店の人よりもく

わしく話をするので驚く。

嗜好品は，ベースキャンプにレーションボッ

クスを置き，そこから各自好きな物をとって食

べる事にした。このアイディアは，なかなか好

評だったが，中には一人でスルメばかりを食べ

てしまったと，非難された者もいた。

まあ何はともあれ，自分たちの計画した食糧

がヒマラヤで通用したということはうれしかっ

た。これをステップに次1回1は，もっといい食糧

計画をしたいと思う。
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ぬ

つ
つ
め畷

韮

｜
鵡
悪

つ
つ
つ
・
［

（
）
つ
つ
胃

（
）
つ
つ
・
一

Ｃ
Ｃ
Ｃ
・
［

ロコ
判一

目

出 塁
くつ胃

唖
エ
国

嘩
茎
［

媚
○J

α
二
ｍ
。
。

Ｊ

く
い

ご
『

ミ

”

、
ｍ
・
つ

｜’|||ill ｜ ’ ’
I

’ざ’
1

1

lll｜’｜’ ｜ ’｜’｜’
’
1

1ヴ ’｜’｜’

｜
つ
（
）
Ｃ
一
［

つ
ｏ
つ
言

Ｃ
つ
①
。
、

つ
（
）
①

つ
ｃ
め

つ
◎
④
・
ぬ

Ｃ
つ
卜

つ
つ
つ
・
函

つ
山
雨

ロ
四
画
．
↑
［

○
・
四
・
く

｜’｜’ ｜’｜I|’

こ
つ
・
・
国

Ｃ
つ
Ｃ
・
ト

つ
（
）
つ
・
〔

Ｃ
（
）
Ｃ
・
「

つ
Ｃ
四

つ
つ
つ
・
［

つ
ｃ
ｃ
・
一

つ
ぬ
Ｃ
・
む
め

つ
ｃ
ｃ
・
四
一

Ｃ
Ｃ
つ
．
、

Ｃ
Ｃ
Ｃ
・
［

（
）
・
唖

つ
Ｃ
①

つ
つ
①

Ｃ
つ
ら
・
ぬ
国

●
つ
つ
・
函

Ｃ
Ｃ
Ｃ
・
『

つ
つ
め

。
・
ぬ

つ
つ
ｃ
・
の

つ
つ
（
）
・
函

（
）
ぬ
函

つ
つ
ぬ
・
師

Ｃ
Ｃ
つ
・
函

旧量旧呈ミlIJ量堅旦 星 出塁身頃量ミ
、
、 ミ

へ
、 ミ

一
口

＋
叩

一
帳

一
帖

Ｋ
ｌ
情
、
卜

い
【
◆
キ
ト
ト

ニ
ー
ュ
ト
ト

窯
ｌ
、
一
侯

入
射
入
Ⅲ

や
、
斜
、

蝉
鯉
亀

、
ミ
秤
巽

へ
一
心
１
，
汁

９

〆
一
へ 特

異

騨洲

K矧

〆
一
へ

〆
一
へ 削

戦

Ｋ
ｌ
卜

起
旺
佃
一

Ｋ
ｌ
笂
一

ｌ
毎
シ
、

＝

鐘
汁、
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二
種
拙
仙
逆
旦
咽
制
斗
渥

（
）
・
的
、

（
）
．
⑯
四

⑯
．
ト
マ

四
・
巳
寸

、
再
』
『

⑯
・
寸
『

一
・
面
つ
［

つ
．
Ｃ
函

つ
・
つ
「

唖
・
ぬ
［

つ
・
幻
寸

墨
巽

つ
．
④
、

ｃ
・
つ
め
［

④
唖
．
③

の
唖
．
、

の
中
‐
の

の
ト
・
吟

寸
・
卜

つ
。
⑪
［

Ｃ
・
守

つ
・
つ
つ

里
卦

ｏ
・
⑯
『

四
・
句

（
）
ｏ
寸

Ｃ
つ
ゆ蜑

韓

Ｃ
つ
つ
・
つ
④

Ｃ
ｏ
ｏ
・
ぬ
①

つ
○
つ
・
＠

◎
つ
の

つ
Ｃ
屋
・
つ
函

Ｃ
Ｃ
つ
・
唖

つ
つ
め

つ
（
）
つ
・
の

つ
つ
Ｃ
・
＠

Ｃ
Ｃ
③
・
ぬ

つ
つ
つ
・
［

つ
（
）
ロ
・
つ
め

つ
い
守

つ
Ｃ
函
・
［

つ
つ
函
・
［

つ
つ
い

つ
つ
寸

ｏ
Ｃ
函
・
『

｛
幸
一
。
一
一
『

画
画
函

■
ト
ー
０
１
‐

函
エ
唖

臣
為

旧
C,剣

α
エ
叩
・
つ

、
、

○J

ミ

LO

ご
中

、
ヘ
叩

蔓
函

｜’d､’ ｜’ ｜ ’ ’
’
1

1

。’ ｜I｜’
1
1

i

l
1
1 ｜ I

Ｃ
Ｃ
囚

。
・
四
・
く

Ｃ
つ
園
・
｛

｜’｜’｜’ ｜I

｜
（
）
○
面

一
つ
つ
い

一
。
・
ぬ

つ
（
）
Ｃ
・
ぬ
①

つ
つ
つ
ゞ
山

つ
っ
つ
毎
つ
の
’

Ｃ
つ
卜
・
つ
ふ

ｏ
つ
つ
・
＠

つ
つ
、

つ
（
）
ｃ
・
＠

ｏ
つ
⑯

つ
つ
つ
・
＠

つ
つ
卜
・
国

つ
つ
つ
言

雪堅
一一一

旦暦Hヨミ ミ ミ、
、 蔓

-衿
I111p

一
岨一

11:1口

●枡

（
〃
、
八
ｓ
ｅ
浄
製
〉

、
ミ
ｗ
Ｋ
入
ト
ハ
、

旧
ト
ー
幻

旧
筑
入
△
枝

出
入
、
と

躯
八
、
’
て

躯
ぐ
く

ｌ
ｕ
ｌ
ｎ

〆
一
へ

〆
一

、

〆
一
へト

ｎ
ｎ ’
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嗜好
ロ
叩 リスト

(1BOX内容） (4BOX合計） 80.HAJKEDARNATH

’
配置数量

百E~｢X百で
金額（円）

軍閥~悪顎一

重量

(9)

重量(9)

単量｜総量
ロ
叩 名 総量 摘要

三
塁

20袋2，000

450

確
蛭
唯
罐
鑑
嘩
蝿
踊
踊
罎
罐
罐
嘩
括
踊
罎
準
蝿
馳
嘩
蹄
一
帷
帷
雌
猫

インスタント め ん

も ち

納豆

きんぴらごぼう

大根おろし
かつおぶし

マッシュポ テト

ホットケーキミックス

プリンミックス

きな粉

板のり

吉原殿 中

粉末ジュース

昆布茶

ポテトチツプ

､ノフトサラタせんべい

ゼリーミックス

ガ ム

するめ

珍味各種

ぜん ざ い缶

果物缶ピーチ

ノ､fイン

オレンジ

ｺンデンスミルク

4,00014,000

900900

1008，00070

45011.8001250

5，600

,1,000

日高食品

〃

〃

i900

1840雪印
1，200森永

800ハウス

320

1,080

2，160柳屋

3,040

920

280115601560 12011.1201500

3570 7 0

153030

18．737．537．5

20040040 0

900,1,8001,800

160'320320

200400400

25505 0

3807607 6 0

8001,6001,600

180360360

250500500

320640|640

400800800

120240240

100200200

4008008 0 0

8601,72011,720

30140500

3 0 5 0 0 5 0 0

57560

200800210

4503,600160

80640100

10080040

30100360

1901,520270

2003,200190

180720230

1251，000180

1601,280135

2001,600150

30，48050

501400300

1001,600300

4303,440250

1,200

1，200

1，200

袋
箱
箱
箱
袋

兇
１
２
２
２

袋
袋
缶
箱
袋
袋
個
枚
袋
缶

２
４
１
２
２
２
４
２
４
２

1.440

田
一
テ

ー
現
地
購
入

ソ

亀
丸
口
、
”
〃

０
０
０
０
０
０
《

８
０
０
０
０
０
墨

０
２
８
４
８
０
－

，
７

，
Ｔ
１
．

１
１

２
４
２
｝

450

’ ’合 計 8,093.7 32,815

嗜好食品について

※自由時間に気楽に食べられる。

Ｃ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

Ｂ
Ａ

（
配
置

Ｘ
Ｘ

Ｏ
Ｏ

Ｂ
Ｂ

２
２１

４

（
数
量
）

BOX-20人日分とし

BOX-80人日分用意する。
ｰ

計 4BOX

※缶づめ類は現地購入とし別に荷上げする。
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レーシヨン一覧表80HAJKEDARNATE

延食総数’ 重量(9)｜

単量|総重I
ロ
叩
一

名 単位 1食単量9 総量 摘要

レ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
（
Ａ
・
Ｂ
。
Ｃ
）

野菜クラッカー

ビスコ

甘納豆

一'一‘“デ
ッナピコ

キャンディ

スティックチーズ

|5,000

780

3,000

1，250

1，250

625

480

600

箱，100（1）

"15(1/4)

袋60（1/2）

枚50（1）

〃50（1）

乞12．5（5分

袋10(14'7)

本，12（1）

50箱

13"

25袋

25枚

25〃

100

60

120

50

50

20個在庫あり

マグロぐんせい

50刺12

レーションA50食

ビスケットベジダフル

チョコビスケット

でんろく豆

一口ようかん

酢昆布

|あめ(チャオ）

レ
ー
シ
ョ
ン
Ｂ
（
Ａ
・
Ｂ
。
Ｃ
）

箱
〃
袋
〃
〃
〃
本

53（1/3）

43（1/3）

40（1/3）

70（1/6）

11（1/3）

10

12（1）

17箱

16〃

16袋

8〃

16〃

5〃

50本

50

〃

〃

〃

〃

〃

〃

160

130

120

420

33

100

12

2，720

2，080

1,920

3,360

528

500

600

12枚人

1袋6コ入り

1袋3箱入り

ス ティックチーズ

レーションB50食

箱
〃
袋
〃
〃
〃
〃

クラッカー

ビスケット

ーロヨーカン

レーズンチョコ

36箱

9〃

12袋

24〃

144本

288ケ

6袋

90（1/2）

20(1/4)

70（1/6）

70(1/6)

26（2本）

26（4ケ）

10(2ケ）

72

〃

〃

ノノ

ノノ

〃

〃

l箱2袋入り180

160

420

130

18

5

120

6，480

6,440

5，040

3，120

2，592

1，440

720

ｊ

レ
ー
シ
ョ
ン
Ｃ
Ｑく

ドﾗｨﾌﾙーｯ{芸
あめ 1袋25ケ入り

レーションC72食

オールレーズン

ウエノ、一ス

ストロベリーチョコ

ミニサラミ

ドラiﾇ‘ﾚーｯ{笛
あめ

袋
〃
枚
乞

12袋

24〃

24枚

48ケ

70(1/2)

35（1）

50（1）

15（2ケ）

40（1ケ）

40.5(3ケ）

10(2,7-)

型
〃
〃
〃
〃
〃
〃

1袋16枚

ｊ

ア
タ
ッ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｑく

140

35

50

7．5

40

13．5

50

1，650

840

1，200

360

960

972

250

24〃

72〃

5箱箱

アタックレーション24食

－54－



（）内人数BC献
_一し

_y.

10月’
'30］’~＆茎

10月
1

9月
20 ’3 4226 29 30ワ7

些I 2824 252321 22

B3

(25）

B5

(25
B5

（5）
B2

(13）
B2

(5） Ｊ
３
５

Ｂ
く ｊ

２
５

Ｂ
く

B3

（5）ｊ
５
５

Ｂ
ｌ

B1@
(25）

B1@
(25） ｊ

３
５

Ｂ
く ｊ

５
５

Ｂ
く

B2

(13）
キ
ャ
ラ
バ
ン

Break

L3

(13）
キ
ャ
ラ
バ
ン

L1

(25）ｊ
２
５

Ｉ
く

、
、
ｊ
ノ

Ｑ
ＪＬ

⑮
、
‐
ノ

ワ
“
Ｆ
Ｄ

了
し
／
ｋ

、
１
ノ

ー
１Ｌ

砿
）

L2
／r－､

（と〕ノ

丁、

し O
／F，

【、ノ ｊ
ｌＬ

⑮Ｊ
２
５

Ｌ
ｃ

L3

(13）
、
１
ノ

ー
ｊＬ

⑮
L2

(25）
Lunch

D2@
イワR，
、白Uノ ’

D2

(25）
D2@
（5）

D2@
（5）

D1

(5）
D2@
（5）

D3

（13）
D3

（5） Ｊ
３
５

Ｄ
く

D2@
(25）

D1

（5）
D2@
(25）

Dl

（5）

D3

（13）
Dinner

基本献立

料（1人当りの分量） 総分量（9）材Breakfast(1～5)

現地米90食

小麦粉

ダル

スパゲッティ

チリ

じゃがいも

にんじん

玉ねぎ

青菜

ﾉ､ミター

ジャム

ベーコン缶

さとう

塩

オイル

生卵

ケチャップ

/①いわしみりん干し

|焼海苔
、梅干

/②切り干し大根
｜ニンジン
Iしょうゆ
＼さとう

０
０
０
０
８
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
２
０
５
０
０
０
０
０
０

５
４
８
２
２
２
７
６
５
９
９
６
５

３
５
１
３
３
１
１
１
１

１現地米

乾燥みそ

だしの素

乾燥わかめ

青菜

漬物

佃煮

０
２
０
０
０
５
０
０
０

２
１
１
１
１
５

B1
０
０
２
１
０
０
０

５
１
３
３
３

１

米飯

みそ汁

副食①② （

卵

油
生

B 2 小麦粉

バター

ジャム

豆(ダル）

唐辛子(チリ）

塩

佃煮

漬物

梅干

(ﾃｨー セット）

０
５
５
０
３

５
２
２
戸
』

１ ０
０
０

３
３
１

チャパティ

(chapati)

ダル

(dall)

（ ０
０
０

０
５
０

９
２
β

１
１

B 3 現地米

ジャガイモ

唐辛子(チリ）

バター

塩，調味料

スパゲッティ

玉ねぎ

ベーコン缶

ケチャップ

食用油

塩，コショウ

佃煮

漬物

梅干

(ティーセット）

０
０
３
５

５
８
２

１ ０
０
０

３
３
１

雑炊

(shyakpa)

乾燥みそ

だしの素

乾わかめ

切り干し大根

みりん干し

焼海苔

梅干

固型スープ

△誼

しょうゆ

ふりかけ

佃煮

漬物

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
９
５
０
５
５
０
４
５

５
１
２
５
６
２
２

B5 ０
０
５
５
０

８
４
１
４
１

固型スープ

乾わかめ

ふ

塩，コショウ

(ティーセット）

５
１
１

スパゲッティ

ｺﾝｿﾒｽｰﾌﾟ

B1×50

B2×36

B3×40

B5×40

3,780

3,780

BC食166人日分（実数134～142人日分）

材料はだいたい同じものを使い，味つけ，調理法をかえる。

幟;誠1-’
9/23(夜)～10/1（朝)の期間は5人分の献立を作った。

チヤパティ……うすやきパン

ダル････…･･……豆スープ(豆十油脂-トトウガラシ）、′

煮えやすいよう豆は砕いてある。

シャクパ…･･…･ありあわせの材料(米，ジャガイモ等)を細かく切って煮こみ，塩，ニンニク，ギー，
トウガラシで味つけする。

※
斑
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Dinner （1～3） 材 料（1人当りの分量） 総分量（9）

現地米

肉

じゃがいも

玉ねぎ

にんじん

食用油

カレー粉

ニン ニ ク

シチューの素

塩

現地米166食

小麦粉

肉

じゃがいも

にんじん

玉ねぎ

青菜

ハム缶

グリンピース缶

さとう

オ イ ル

揚げ油

マヨネーズ

ｸﾞﾘﾝピｰｽ

０
０
０
０
０
０

５
３
８
４
３
１

１ 20 ０
０
０
０
０
０
０
０
０
５
０
０
０
０

０
０
０
８
８
４
５
４
８
２
６
０
６
８

９
０
７
２
９
６
４
５
１
１
６
０
３
１

，
９
９
９
７
１
７

４
１
２
３
４
６
３
１
１

２
１

ｌ
ｉ

D1

25

カレーorシチュー

(1回）（2回）

現地米

／乾燥みそ

|だしの素
Iじゃがいも
、乾わかめ

○青菜
玉ねぎ

にんじん

干ししいたけ

干しエビ

I小麦粉
I揚げ油，しよき

p肉
/ 玉 ねぎ

瞳じへ
鰯"
、塩,コショウ,ニンニク

０
０
２
０
１
０
０
０
２
２
０
０

５
１
８
３
４
３
４
１

１ ０
０
０
０
０

３
４
３
３
１

みこ

め
煮

③
た
風

一
い
き

飯
汁
①
菜
や
ら

そ
食
野
き
ぷ

米
み
副
肉
す
天

２

①
②
③

，
ノ
ｊ
ｌ
ｌ
Ｉ p肉

／玉ねき
０
０
０
２
５
０
５
０

３
４
３
１
３

青菜

干ししいたけ

ビーフン

しょうゆ

さとう

にんじん

カレールー

シチュールー

乾燥みそ

乾燥わかめ

乾燥しょうゆ

干ししいたけ

干しえび

ビーフン

ふ

コンソメの素

チャーハンの素

だしの素

佃煮

漬物

マヨネーズ

０
５
０
１
０
０
０
５
６
０
０
０
０
０
０

０
７
５
５
０
０
５
２
３
８
８
３
３
３
６

３
３
１
１
５
１
１
１
１
２
５
５
３

１

４
４

佃煮

漬物

０
０
３
３

しょうゆ

固型スープの素

乾わかめ

現地米 ５
１
１

150 個
峰
岼
峰
ｌ
臨
化
心
似
」
い
嘘
き
一

D3
０
０
５
５
０

３
４
１
１

ニンシン

チャーノ、ン

コン ソ メ ス ー フ

ポﾃﾄｻﾗﾀﾞ

玉ねぎ

ハム缶 塩ｺｼｮｳ

じゃがいも

グリンピース

マヨネーズ

チャーハンの素

食用油

塩，コショウ

佃煮

漬物

０
５
０

８
１

０
０
３
３ ゅうり 20

D1×15

D2×115

D3×36

総分量（9）料材Lanch(1～3)

じゃがいも

塩

調味料

玉ねぎ

ビスケット

クラッカー

チーズ

くだもの

小麦粉

バター

ジャム

じゃがいも

小麦粉

ノfター

ジャム

玉ねぎ

ビスケット

クラッカー

チ ー ズ

くだもの

80 ０
０
０
０
０
０
５
０

０
０
０
０
０
５
７
５

２
４
９
９
６
２
９
５

３
５
１
３
６

L1

ゆでじゃがいも

野菜スープ

伽
一
印
帥
娼
、
｜
卸
妬
記

L2

ビスケット

クラッカー

果 物

L3

チャ パ テ ィ

０
５
６

４
６
３

×
×
×

１
２
３

Ｌ
Ｌ
Ｌ
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装備

宇佐美博康村上豊子

山形正己高瀬敏久

熊谷洋

初めてのヒマラヤ遠征であり，計画したこと

がどの程度通用するのか不安であった。個人装

備についてはできるだけ軽量化をはかった。隊

としての比重は少ないし，必ずしも全装備で登

降する訳でもないので，それ程問題ではないが，

高所における消耗を軽減する意味でもできる限

り機能を落とさず軽量化に心がけた｡また7,000

mに近い山を短期間で登ることから，装備の不

調はあってはならないが,7,000m以下の山で

は中古品でも十分通用することが報告されてお

り，比較的短期間ということもあって実際充分

であった。

この地域の気温は，高度5､000mから6,000

mで，夕方_100Cから-15｡Cくらいに，湿度

は50％以下であると報告されている。この程度

の気温は日本の冬山と同じということから，個

人装備は新品，中古品を問わず，日本で使用中

のものを使ったが，別に問題はなかった。特に

高所における消耗を軽減するためにできるだけ

軽量化をはかった。

◇ピッケル……ルートが主に雪面であるので，

やや長めの方が良いとした。実際その通り

であったし，荷上げにはスキーストックが

重宝であった。

◇アイゼン……雪面をとらえる意味で爪の本数

が多い方が良い。また雪のつきにくいもの

を，バンドは着脱の便利な固定式が良いと

したが別に問題はなかった。

◇靴･…種々の報告によればシングルでも保温

を工夫すれば使えるとされているが，安全

性をみて二重靴とした。天候が非常に良く

風もなかったので二重靴の必要性は感じな

かった。

◇オーバー・シューズ……靴との関係が大きい

が，消耗する点からも底と前面に革を張っ

たものが良い。二重靴ならオーバー・ゲッ

ターでも良いが,防寒防湿上からもオーバー。

シューズが良いとした。靴の中でも述べた

が天候が良かったので，正確な良否は言え

ない。

◇ゴーグル……雪盲防止上必携。クライマー

・ゴーグルよりもスキー用の方が視野が広

く曇りにくい点が良いが，壊れ易い点も考

える必要がある。サングラスも必要である。

◇シュラフ……･保温，かさの点から羽毛が良い

が，長時間使用の点かさは，濡れてもかさ

が減らず乾きが早くて羽毛同様コンパクト

なダクロン製も勝るとも劣らない。EXP

で長時間たち湿気をおびて来ると，ダクロ

ンの奪い合いということである。タクティ

ックス上からシュラフの移動は少ないので，

パーティー全体として綿の多いダクロンの

ものがあれば，それを持参することとした。

常に羽毛服との併用を考えれば1.2kgぐら

いでよいが，単独で考えるとやはり1.5kg

程度の重量のものが欲しいとした。実際は

特別に考慮はしなかったし不自由もなかっ

た。HAJデポ品のダクロン製のを7個使

用した。

◇シュラフ・カバー．．…防水および保温から必

要としたが使用状況は半々であった。

◇ヘッドランプ……単三4本使用の軽量のもの。

低温のため電池寿命が短かくなるので，コ

ード付きのものが良いが，断線の点からは

コードレスが良い。コードレスの場合，保

温カバーを付けると効果は多少ある。使用

時以外は通電しないようにしておく。BC

までの電池をあらかじめ用意した。BC以

上はアルカリ電池を共同装備で用意した。

また単三電池はトランシーバーでも使用し

たので使い古しを使用した。

◇テントシューズ……二重靴のインナーを使用

し，それで充分であった。

◇羽毛服……アタック用で使用するとしたが，

アタック時ほとんどが日本の冬山と同じよ

うに防風衣であった。

◇防風衣”･…ダブルとし，ゴアテックス兼用の

場合はシングルなので他の補助を！という

ことであったが，ゴアテックス着用の隊員

も何人かいたし，別に問題はなかった。

◇高所帽……ツバが大きく雪がつきにくいもの

が望ましい。通常の目出帽ならヤッケのう
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－ドを加工するか，ツバのあるものを選び，

外にナイロンを張るなど加工するとよい。

◇手袋……厚手(2)，薄手，軍手，オーバーミト

ン。薄手として絹手袋は細かい作業でも素

手にならずにすみ，好評。街用薄手のもの
でもよい。

◇ネッカチーフ……絹の大判のものが防寒にも

よいし，利用価値も高い。

◇テルモス･…･･スポーツ店で販売しているテル

モスを，底のブタを外し断熱材をつめて補

強した。

以下，個人および共同装備については表を参

考して下さい。

〔支給装備一覧表〕 △印規則による支給品

支給数（1人当）

L.O・|H.P.|C.

ロ
ロロ 名 規格品質No.

H，P

ピッケル

アイゼン

登LII靴

ルックザック

防寒服

防風服

カッターシャツ

セーター

ズ ボン

アンダーシャツ

ズボン下

ノfンツ

〃

手 袋

〃

オーバーミトン

ｽﾄｯｷﾝダ

靴下

ノノ

オーバーシューズ

ロンク.スパッッ

シュラフ

マツト

安全ベルト

帽子

目 出帽

ﾍｯドﾗﾝブ

テルモス

水筒

サングラス

ナイブ

雨 具

キャラバンシューズ

石けん

歯ブラシセット

タオル

整理袋

夏用テント

食器

付
付
ル

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅱ
吃
Ｂ
Ｍ
躯
陥
Ⅳ
侶
旧
加
訓
犯
記
鯉
妬
妬
訂
詔
調
訓
別
詑
錦
弘
謁
調
訂
犯
調

ト
ト
ク

１
１
１
１
１
１
１
’
’
’
’
’
２
２
１
１
１
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
２

△
△
△
△
△
△
△
△
△

ﾉ、ン

ノ、ン

シン

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
１
１
１
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１

１
１

羽毛上衣

ダブル上下

毛

毛）（厚）

ニッカー（毛）

毛

毛

毛

ア ク リ ル

毛（厚）

軍手

ナ イロン

毛

毛（厚）

薄

１
１
１
１
１
１
１
２
１
１

１
２
２

１
１
１

羽毛

日よ け 1

単3，4本入り 1

１
１
１
１
１
１
１
２
１

5徳

２ 2
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個人装備I(登山用品）
単位(9)

霊質’州‘’品藷
1ピッケルPickel

2アイゼンCrampon

3安全ベルトClimbingBelt

ﾃｰブｼｭﾘﾝゲ

ザイル〃

4ヘッドランプ"HeadLamp

5登山靴ClimbingShoes

6アタックザック

AttackSack

7防寒服Cold-ProofClothes

8防風服，上・下Wind-ProoICIothes

9高所帽HighAltitudeCap

10スカーフScarf

ll 手 袋 G I o ves

12"

13′′

14オーバーミトンOverMitton

l5靴下Stockings

16"Sockes

l7オーバーシューーズ

ShoesQvered-Shoes

l8ﾛﾝダｽバﾂﾂLongSpats

19サングラスSun-Glass

20シュラフSIeepingBag

21シュラフヵバー

SleepingBagCover

22テントシューズTentShoes

2 3セーターSweater

24カッターシャツ

25下着UnderWear

26ズボン下Drawers

27パンッPants

28ニツカズボンClimbiugTrouSers

29テルモスThermos

30 断 熱 マ ッ ト Mat

31 ナ イ フ K u ife

32磁石Compass

33小物袋CampingBag

341リッブクリームLiPCream

351日焼止クリームCream
36ルックザックRuckSack

，37ホイッスルWhistle

|数量規格その他備考［。

、1．1No.

９
０

０
１

１
１
１
２
５
１
１
１

バンド付

バンド付十予備

カラヒ．ナ付

1m

４
２
３
８
５
５
４
８
４
５
５
５
８
５
２
５
２

岻
叩
訓
叩
一
肥
肥
叩
叩
叩
叩
叩
、
叩
哩
“
｜
叩
叩
岨
“
｜
唖
肥
叱
叫
咽
い
岬
叱
叩
叩
Ｍ
Ｍ
Ｍ
叩
晒
叩

単3，4本入り

ダブル

剖
１
Ｊ
勺
１
１
４
１
Ｊ
屯
Ｉ
上
ｎ
／
〕
記
Ｉ
上
。
’
且
４
１
４
４
１
上
ｎ
〃
〕
ｑ
ｌ
４

上衣

ダブルがよい

目出帽もよい

大判

厚手

薄手

軍手

羽 毛

毛

絹，他

毛

毛，絹

綿，化繊

ナイロン

毛

毛

ナイロン

ノノ .､ムバンド予備含む

又はゴーグル，ホルダー

１
１
１
１

羽毛

エ
セ １

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

羽
毛
毛
毛
毛
毛
毛

厚手

12程度

個人用サイズ

スプーン，フォーク含む

私物入れ，整理

、
Ｉ
ｊ

Ｊ 計 17．45
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個人装備Ⅱ（キャラバン用品，登山用品小物を含む）

数量考 計重量

1.0

0．1

0.5

0．3

0．1

0．2

0．6

0．6

0．7

0.15

0．1

0．3

0．15

0.1

0．1

1.0

0.1

0.2

0．15

0．05

0．1

0．65

備名
口
叩NO

’
１ 1アプローチシューズShoes

（ジョギング，キャラバンシューズ等）

帽子Hat

ポロシャツSummerWear

アンダ・一シャツ,TシャツUnderShirts

パンッPants

靴下Sockes

アプローチパンツTrousers

洋傘Umbrella

雨具Rain(bat

水筒WaterBottll

ノート，手帳，ペンNote,Book,Ballpen

洗面用具WashingTooI

1

日よけ

半 袖

１
２
２
２
２
１
１
１
１
１

２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ
Ⅱ
吃

２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ
Ⅱ
吃

長ズボン，ジーパン

折 たたみ

上，下，ゴアなら防風兼用

12

歯ブラシ，櫛，石けん

カミソリ，歯磨き粉 １
２
１
１
１

タオル T o w e l

個人用薬品Medicine

時計Watch

カメラ，スケッチ用具

mmeraSketchTool

ハンカチ，鼻紙Hankerchief,tissue

サイフ，ドル入れ，パスポートケース

写真Yourphotograph

マッチ，ライター，小物袋

地図Map

食器Tabllware

機内侍込用ﾉ、ツグ（身のまわり品用)Bag

（その他必要とする日用品）

洗たくバサミClathestinpin

３
４
５
６

１
１
１
１

３
４
５
６

１
１
１
１

常備薬

防水

フィルム含む

１
１
２
１
１
２
１

７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
２
２
２
２

７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
２
２
２
２

パスポートと同じもの

ザック代用可

５ 0．15
2424

５

０
８

川
殼

４
４

７
‐
ワ
］

｜
Ⅱ

計

一
計

、
１
Ｊ

ノ

合

点

シャツ，パンツ，ソックス等はホテルで洗えるので2組で十分だった。

lは日本より着用できるもので，ジョギングシューズ，バスケットシューズやキャラバンシューズ，

軽登山靴等。

アルコール，タバコ，嗜好品は各自好み,B,C以上は禁酒禁煙。

各自装備に記名。

ｊ
Ｊ

意
１
２

留

７
Ｊ

３
４
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望
Ｑ
○
一
の
戸
契
の
一

匿
垂

宮
毎
画
５
９
烏
６
逵
卜

段
僖
呵
』
国
望
Ｑ
団
四

口
目
Ｅ
層
Ｑ
迄
エ
入
シ
へ
暹
卜
旺
迦

の
Ｑ
両
一

爵
匡
ｇ
塵
冒
烏
×
弓
吊
侭

①
一
＆
評
匡
細
踞
君
臨

可
巨
逼
呵
揖
の
出

口
○
輯
匡
望
Ｑ
Ｏ
函畠

ミ

ロ
。
昌
凸
８
弓
旺
迦

色
○
一
渭
四
①
当

馬
山
彦
○
届
の
特
吊
日
。
ｇ
旺
今
～
｜
入
卜

患
日
日
何
国
の
呂
旺
迦

の
Ｑ
○
“

日
つ
い
『
八
・
ｌ
釦
－
ぐ
ｌ
竺
日
つ
ゆ
［

の
Ｑ
〔
）
“
ｘ
一
四
．

く
Ｉ
笙
函
Ｑ
今
日
ｇ
【
ｏ
Ｉ
Ｑ
飼
雷

の
。
○
“
助
ロ
一
二
日
一
一
。
’

］
白
①
臼

旨
の
目
’
５
旨
一
彦

榊

匿
迦

逵

【
目
Ｃ
ゆ
め

①
ｍ
・
寸
唖

寸吊雪cv〕寺⑯｡。写閨函
。

’
ぬ
ｍ
ｌ
Ｃ
・
つ
つ
。
ｍ
ふ

め
心
一
や
の
つ
・
つ
の
つ
・
匠
的
中
・
『
『

噸
類
召
‐
種

〔
画
つ
ｏ
函

口
冒
つ
ゆ
の

［
○
四

寺等国cva-mo'g9．－上･ 三④

。
。
。
“
・
く
○
・
四

三
三
一
Ｉ
。
唖
四
づ
白
｜

的
国
つ
・
『
函
・
つ
函

④
、
Ｉ
ｑ
ｍ
Ｑ
〔
‐
’

一
『
Ｉ
程
づ
「

［
［
つ
・
［
申
，
つ
［

つ
ぬ
つ
ゆ
つ
・
「
ｏ
・
【
つ
ゆ

畠
ｇ
‐
Ｉ
Ｃ
西
「
つ
１
房

③
、
Ｉ
場
『
里
己
ｌ

⑯
、
Ｉ
マ
つ
ｇ
ｄ
ｌ

マ
寸
Ｉ
四
つ
田
づ
因

め
ｍ
ｌ
ｌ
中
寸
づ
中
［
づ
の

雪
国
Ｉ
西
［
雪
づ
１

つ
の
つ
い
山
・
や
寸
つ
。
⑤
［
１
く
虹
や
一
〔
マ

マ
寸
１
Ｑ
の
震
づ
、

日
呂
函
日
つ
烏
Ｉ
ロ
ョ

ロ
］
つ
つ
マ
ロ
国
つ
つ
計
Ｃ
，
つ
む
ｏ
・
ぬ
［
中
『
［
旨
つ
。
寺

や
④
○
・
つ
吟
Ｃ
・
囚
［
Ｃ
・
函
の

言

卜

CO

戸呈
ト

”

へ

鰹圧

垣ト
ー

中
・
＠
ト
［

咽唖
韮二

【
・
卜
⑯

酌
茎

咽
到

側
進

エ＜
ふ

ぐ壁

日

一 戸 ｡ 国一

画

弔匿

'卜埋
C､J”0 コ胃

の

［
、
垂
、
い
い
Ｋ
ミ
ニ
入
卜
八
・
Ｋ
ｌ
瓢
’
一
ｌ
Ｋ
函

Ｉ
ゾ
働
叺
Ｈ
エ
ヤ
い

ぬ
＠
迄
、
い
い
産
蜘
旺
く
平
Ｉ
寸
一
入
卜
４
１
エ
［

咽
無

鐸

曙

八
叫
旺
灘
細
Ｖ

八
叫
旺
伽
職
Ｖ

岬 ÷
1111口

口目
〆
一
、

今
②
二
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一
①
の
二
の
函
画
。
⑮
つ
回
函

二
の
。
担
四
旨
の
目
の
①
①
。
四
つ
や
つ
「
つ
①

言
呵
の
彦
○
ロ
の
両
国
画
１
１
つ
函

彦
呵
の
函
画
Ｑ
因
い
つ
ｌ
「

一
段
且
の
の
③
の
Ｉ
Ｑ
の
Ｑ
［
１

号
員
昌
の
ロ
①
の
日
の
閨
国
囚
Ｑ
④
四
つ
、
。
１
画

蔚
昌
」
５
日
通
輔
霊
神
零
”
。
。
。
‐
。
冒
。

①
一
目
旨
の
僧
ミ
め
の
－
１
い
つ
③

首
の
』
忌
弓
シ
国
、
寺
寸
寸
寺
－
１
Ｃ
画
。
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Ｑ
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［
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Ｑ
⑯
君
の

憎
の
［
Ｑ
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Ｑ
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①
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Ｑ
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KEDARNATHDOMEEXPEDITION1980

THEHIMALAYANASSOCIATIONOFJAPAN

ByYokoKimura

TheHimalayanAssociationofJapan(HAJ)wasfoundedinl967,andnowhasover900

memberSthroughoutJapansharmgacommoninterestintheHimalayanregion.Theparticular

interestsofHAJmembersarevaried,someareinterestedinmountainclimbingCthersin

Botany,Zoology,race,religion,history,andthegeographyoftheHimalayanregion.

TheactiviessponsoredbyHAJcoverawiderangeoffields.IntheareaofclimbingHAJhas

sponsoredoverlOexpeditions,includingclimbstothesummitofBatura2(7,710m),Nun

(7,135m),andTrisul(7,120m)amongothers.

Forthepurposeoffamniarizingbeginningclimberswithhighaltitudeclimbingtechniques,

HAJsendsoneexpeditioneachyeartothelndianHimalayas・Theseexpeditionsaresponsored

byabranchorganizationofHAJ,｡GTheHimalayanMountaineeringlnstituteofHAJ'',andare

usuallyscheduleddurmgthepostmonsoonseason.Theseexpeditionsareusuallyconductedin

themountainsbetweenaltitudesof6500mand7000m.

Inl980TheHimalayanMountaineeringlnstitutesponsoredaclimbtothetopofthe

KedarnathDome(6831m)locatedattheheadoftheKirtiBamakglaciermtheGarhwal

Himalaya・OnOctober3、19803membersoftheteamreachedthesummitoftheKedamath

Dome.Onthefollowingdayl6membersofthesamepartyjoinedtheminreachingthe
●O

sunlmlK･

Ourexpeditionconsistedofaleader,2instructors,andl7members・Thefollowingarethe

namesoftheparticipantsinourexpedition.

YoshioOgata(Leader32),NoboruYamada(Instructor30)

FujiTsunoda(Indtructor28),HiromiOhno(37)

NobuhiroShingo(36),Noriharulida(37)

K1uroEndo(33),HiroyasuUsami(30)

HisaoSeki(29),TosihisaTakase(29)

HarueKikuChi(29,woman),HiroyukiNobata(27)

MasamiYamagata(25),YokoKimura(25,woman)

SeiitiroMaru(25),HirosiKumagaya(24)

MituakiSaito(23),ToyokoMurakami(23,woman)

AkioFujioka(23),AkihiroKitade(22)

Ourliaisonofficer,appointedbytheIndiangovernment,wasRajivRaji(27).

TheadvancepartymadeupofOgataandKitadeleftJapanonSeptember4th,andjoined

Sekiwhohadalreadybeeninlndiaonapreviousexpedition，TheywaitedinDelhiforfour

daysuntiltheyhadarrangedforthedeliveryofsufficientfoodandequipmentbytheagencyof

CoxandKmgs.

Onthe9th,theadvancepartytraveledl5hoursbybustoUttarkashi,arrivingaboutlOp.m.
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InUttarkashi,theyhadexpectedtofmetheirporterswaitingforthem,butduetoalandslide

betweenGanganiandDabranitheportershadbeendelayed・Thenextday,SeptemberlOth,

Ogata,Seki,Raji(liaisonofficer),andtheporter'sagent,GarhwalMandalVikas'Nigam,traveled

bybustoBukhitomvestigatewhytheporterswerelateinarrivin9.Ontheirwaythey

encounteredagroupofportersand2otherexpeditions(NehrulnstituteofMountaineering,

India,andMeguroRozan,Japan)whowereenroutetoUttarkashi.Thesegroupsverifiedthat

ourporterswereindeedontheirwaytoUttarkashi,andsotheadvancepartyretumedto

Uttarkashitoawaittheporter'sarrivalandtopreparefortheirdeparturethenextday.

OnSeptemberl2th,theadvancepartyaccompaniedbytheporterstraveledbybusto

Ganganiwhereahotsprmgwaslocated.FromGanganitheywalkedaboutanhouruntil

arrivmgatDabram・InDabranitheyboaredabusandtraveledabout55kmtoLanka.Onthe

13th,theywereforcedtowalkfromLankatoBhaironGhattibecauseofdamagecausedtothe

roadbyalandslide.FromBhaironGhattitheytraveledaboutthirtymmutesbybusto

Gangotri,aHinduholyplace.TheycontinuedonfromGangotriuntiltheyreachedChirbas

wheretheystoppedforthemght.

Onthel4th,theyproceeded7kmtotheadvancebasecampoftheNehrulnstituteof

MountaineermginGaumukh.TheyspentthenightmtheNehrulnstitute'sbigtent・Thenext

daytheyreachedtheirownbasecampwhichhadpreviouslybeenusedbyTokyoUniversity's

ShivlingExpedition,anddepositedtheirequipmentthere.

Onthel5th,theyestablishedanAdvanceBaseCamponthesideofamorainelocatedon

theleftsideoftheKirtiBamakglacier,andbegantotransporttheirequipmenttothenew

AdvanceBaseCamp・BetweentheirBaseandAdvanceBasecamptheywerefrightenedbythe

dangeroffanmgrockwhnetraversingthemorame.TheyshiftedtheirBasecampm40minutes

toaplaceacrossTapovan.

Onthel3th,themainpartyofourexpeditionleftJapanandarrivedatBhOjbasonthe

18th・ThemainpartyspentthedayaftertheirarrivalmBhOibas,climbingtoandfromtheBase

Camppreparingthemselvesformorestrenuousclimbingathigheraltitudes.Onthefollowing

day,the20th,allmemberswereforcedtoremainmtheirtentsbyaheavysnowfall.

Onthe22th,themainpartybegantoferrytheirloadsfromtheBasetoAdvanceBaseCamp.

Thesemembersexperiencedsimnardifficultiestraversmgthemoraine,especiallyafterthefresh

snowfal1.Twomembers,OgataandSekiremainedattheAdvanceBaseCamp,whiletheothers

returnedtotheBaseCampforthenight・TwomemberswereforcedtoretumtoBhOjbasto

recoverfromnlness.

Onthe23th,OgataandSekisetoutfromtheAdvanceBaseCamptofindasuitableplace

forestablishingournextcamp,Campl・OgataandSekicrossedtheKimBamakglacierand
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reachedtheridgeoftheKedarnathDome.Theretheywereforcedtomaketheirroutethrough

deepsnow,climbinguptoanaltitudeof5415m.Afterdepositmgtheirloadsatthatpoint,they
descendedtotheAdvanceBaseCampwheretheyjomedlOothermembersofourparty.

Onthe24th,memberssetoutfromtheAdvanceBaseCampandestablishedCamplatan

altitudeof5550m.llofthesemembersreturnedtotheAdvanceBaseCampthatnightforrest

andbetteracclimatizationtothehighaltitude・Onthe25th,Yamada,Shingo,Seki,Takase,
FUjioka,remainedatCampl.

Onthenextday,thesefivememberswhospentthenightatCampl,Yamada,Shingo,Seki,
Takase,andFUjiokaleftCamplabout6:amtolookforasuitableplaceforestablishingCamp
2.TheyclimbedslowlythroughdeepsnowupthegentleslopesoftheDomewiththeaidofa

100mropeattachedtocrevassesinthesnowwall.TheyselectedaspotforCamp2onthe

Domeatanaltitudeofabout6280m,andreturnedtoCamplwheretheywerejoinedbylO

othermembrswhohadarrivedfromtheAdvanceBaseCampthesameday.

Onthe27th,5membersreturnedtotheAdvanceBaseCamptorestfortheattackonthe

summit・ThelOremainmgmembersatCamplferriedtherestoftheequipmenttoCamp2and

hadtheirfirstexperiencesataltitudesofabout6330mandtheyreturnedtoCamplforthe

night.5othermemberswhowerenotsufficientlyacclimazedclimbedtoCampl.

Onthe28th,9membersdescendedfromCampltotheAdvanceBaseCampforrest.The

fiveothermemberswhowerelateforacclimatizationhadaexperienceofanaltitudeofCamp2

anddescendedtotheAdvanceBaseCamp.

Itwasthefirsttimeallthemembershadrestedinoveraweek,andonlythesecondtime

thatanthemembersofourexpeditionhadgatheredtospendthenighttogetherinthesame

camp.

Onthe29th,5ofourmembers,Yamada,Shmgo,Seki,Takase,andFUjioka,begantheir

climbtothemainpeakofKedarnathafterspendingthenightatCampl.Theotherl5

membersofourexpeditionremainedattheAdvanceBaseCamprestingfortheirattackonthe

summit・Onthe30th,theSmemberswhohadspentthenightatCampladvancedtoCamp2

wheretheystayedovernight・Thel5memberswhohadremainedattheAdvanceBaseCampon

the29th,advancedtoCamplandspentthenightthere.

OctoberlwasscheduledastheattackdayfortheSmembersatCamp2.Duetoillness

FUjiokawasforcedtogiveuphisattackonthesummit,andremainedatCamp2withYamada.

Theother3members,Shmgo,Seki,andTakasesetoutfromCamp2at3-30a.m．fortheir

attackonthesummit,butweresoonhaltedbyextremelycoldtemperatures.Inthecold

temperaturesTakasehadbecomeillandhadnochoicebuttoretumtoCamp2・Afterreturning

toCamp2,YamadasetouttojoinShingoandSeki・Atabout9-10a.m・theyreachedthe
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summitoftheDome.

TheroutefromtheDometothemainpeakofKedamath,wasespeciallylongand

treacherous.Atonepointtherewasacolinthepath.Moreover,itwasalx･eadytoolateto

attemptanattackontheKedamathPeakandsowithreluctancetheydecidedtogiveuptheir

attackonthemainpeak.SekireturnedtoCamplonskiswhileYamadaandShingoreturned

onfoot.

InCamp2Seki，Yamada,andShingojoined・TakaseandFUjiokagotalongwiththe

remainmglSmemberswhohadclimbedupfromtheAdvanceBaseCamptoCamp2onthe

sameday．OnthewayuptoCamp2IidahadbecomeillandretumedtotheAdvanceBase

Camp.

OnOctober2nd、westartedfortheDomesummitafterspendmgafinalnightatCamp2.

YamadaremamedaloneinCamp2asasupportmember.Usingcramponswecontinued

climbmginatanaltitudeover6000m・Afteraboutthreeandahalfhourswereachedthe

summitoftheDome.Fromthesummitweweretreatedtoaspectacularviewofthelandscape

below.TotheNorthWestwecouldseetheBhagirathigroupofpeaks・Inotherdirectionswe

wereabletoseethepeaksofShivlingandSriLailaSh.Afterfinishingourceremonyonthe

summit,weretumedimmediatelytoCamp2andcontinueddowntoCampl.Sevenmembers,

exhaustedfromtheirclimbtothesummit,remainedatCamplforthenight・Theother

membersofourexpeditionreturnedtotheAdvanceBaseCamp.

OnOctober3th、wewithdrewfromBaseCamp・Thenextdaywebeganourreturntripto

Delhi・OnOctober8thwereturnedtothestartingpointofourtrip,Delhi.Weremainedin

DelhifortwodaysbeforereturnmgtoJapanonOctoberllth･Afewothermembersofour

groupdecidedtoremain,participatinginotherexpeditionintoNepal,andtakingatripin

Pakisfan,andlndia.

Ourexpeditionlastedonly28days,butitwnlneverfadefromourmemorieS・Webelieve

adventurehasnoend,fortheendofoneadventureonlymarkesthebeginningofanothers.

January,1981
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仲間たちへ.ノ

角田不二

春のカンチェンジュンガ偵察から帰国してし

ばらくしたある晩のこと，京都の内田氏から電

話がかかってきた。「どうもケダルナートに行け
●●●

そうもない」とのことであった。一瞬，ある予
●

感があったが，翌朝協会事務局長の山森氏に事

を告げると，すぐに忘れてしまった。正直なと

ころ，その頃の私にとってケダルナートは意識

の片隅にもなかった。カンチェンジュンガの装

備集荷のための活動に奔走していた，加えて通

常の協会事務，機関誌編集，年報編集をかかえ

てそれどころではなかったのである。山といえ

ばカンチェンジュンガが意識の大半を占め，そ

のあとに自分が登塞隊長として計画しているガ

ンガプルナがあるくらいであった｡が，数日後

に“ある一瞬の予感”は当ってしまった。

ケダルナート隊への参加が確定した時，すで

に出発まで1カ月を切っていた。隊荷梱包の直

前だったように思う。急速尾形，山田両氏と打

ち合せを行なったが，どうもあまり気分がのら

なかった。正直云って行きたくなかった。私に

とってはカンチェンジュンガのほうが大切だっ

たのである。装備関係で世話になった岳界のあ

る先輩に「今頃，日本を留守にするなんて，ど

ういうこと？!」と云われたりもした。が,HAJ

という組織の運営側の末席を汚している身とし

ては，勝手なことは云えなかった。

9月13日，義務感だけで成田をたった。飛行

機の中で壇一雄の「夕日と挙銃」を読みふけっ

ていた。これがむやみやたらと痛快だったこと

だけが奇妙に印象に残っている。

1週間後の9月20B,私はガンゴトリ氷河左

岸のベースキャンプにいた。たった1週間でま

ったく予想しなかった変化が起っていた。隊に

ではない。私の内部においてである。この登山

が楽しいのである。こんなに和気あいあいとし

た登山隊が今までにあったろうか？もちろん

苦労もある。心配事も次から次へと起る。しか

し，いつもそれを上まわる笑い声が絶えなかつ

た。隊の中には実にいろいろな人がいた。訳の

わからぬデタラメ英語とゼスチャーでリエゾン

をからかってばかりいる男，タイツの上に短パ

ンツをはいて歩く妙なファッションセンスの男，

左足にオーバーシューズ，右足にロングスパッ

ツというさらに狂ったファッションの男，仕草

が妙に女っぽくて，うしろにいたかと思うと知

らないうちに前にいたりする変幻自在の魔女み

たいな男（彼は後にラホールで男に追いまわさ

れる)，暇さえあればスルメばかりかじってい

る男,4,300メートルでマラソン競争をする酔

狂者，ウ○コなどと汚ない言葉を連発しては笑

いころげている女の子，歩きながらハーモニカ

を吹く男，現地のダンスをすぐに真似しては評

判をとる男，英語計上り（？）の妙な日本語を話

し，5分前に別れたばかりでも顔が見えると必

ず「元気ですかあ－？」などと言うヘンな女の

子…･･書き始めたらキリがない。こういうとこ

ろではクソマジメな顔をしているほうがバカを

みる。もともととりたててユーモアッ気のある

ほうでもない私がいつの間にか巻き込まれてい

たのである。

「やはりヒマラヤっていいなあ－」と，これ

はいつも感じることである。一般的な風土とは

極端にかけ離れた厳しい自然環境の中で，長期

間多勢の人間がひとつの目標のために力を合わ

せる。これがどんなにすばらしいことであるか。

言葉にしてしまうとまったくありふれてしまう

が，現実にはそのような“場”というものが，

ヒマラヤ以外のどこにあろうか？少なくとも

一般社会人にとっては滅多にあることではない。

だからこそ，私は飽きもせずにヒマラヤに通い

つづけているのである。しかし，今回だけは出

かける時少しも楽しくなかった。にもかかわら

ず，終ってみるとやはり「来てよかった」とつ

くづく思った。帰りの飛行機の中ではもう本に

読みふけることもなかった。帰国すればカンチ

ェンジュンガの準備で多忙を極めることはわか

りきっていた。でもケダルナートは間違いなく

“ひとときの充実した楽しい時間”であった。

単なる義務と割り切れるものでは決してない。

人間，あくせくするばかりが能ではあるまい。

クソマジメに働くばかりが能でもあるまい。楽

しく余裕をもって生きたいものである。そして

豪気に構えていたいものである。少々のほこる
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びくらいあってもいいではないか。そう，「夕

日と拳銃」の主人公のように野太くロマンを追

ってこそ人生であろう。

もうすぐ私はカンチェンジュンガへ出かけよ

うとしている。すぐそのあとにガンガプルナが

あるため，今度は長い旅になる。が，ケダルナ

ートの楽しい仲間たちが壮行会に駆けつけてく

れる。嬉しい限りである。すばらしい仲間たち

に乾杯／

～1981年正月甲州にて～

なんとなくうすい

酸素の体験

宇 佐美博康

富士山に登った時のことである。顔が少しほ

てる様で頭の中では鐘が鳴っていた。2回共こ

んなであったから，高度に強いとは思えず，ヒ

マラヤへ行くにしても不安であった。

頭の痛いこと

登山活動中もし我が隊長が頭を痛めていたと

するなら，その種はリエちゃん')がグプタ君2）

にそそのかされて勝手に上へ上へと登って行く

ことであったと思う。しかし多くの隊員にとっ

て頭痛の種はなんとなくうすい酸素であったと

思う。その1人として頭の痛い日々であった。

インドへ来てから暑さには閉口したが，体調

も良く，もの皆珍しい遠足気分の毎日であった。

そしていよいよガンゴトリ氷河の番人，バギラ

ティ連峰が姿を現わした日，3,500メートル3）

位から急に頭痛が始まったのである。この日は

ボジュバサ4)に泊り，このあとBC→ABC->

C'→C2と1回ずつ往復後順次上のキャンプ°で

泊るというパターンであったが，初めての高度

を経験する往復の日には例外なく頭痛が起き，

次に登る時には大体消失していた。一歩一歩が

頭に響くが，休んでいると気持が良くなって眠

ってしまう。この心地良さときたら，1度やっ

たらやめられない。

ABCではかぜ気味で熱が出てC'往復を1日

見合わせたが，翌日には熱も下がって行動がで

きた。いつもならかぜ熱では2，3日は熱が下

がらず動きたくなくなることを考えると，これ

も高度の影響だったと言えよう。始めてC2へ上

がった時はチェーンストーク呼吸となって，下

る準備がなかなかできず自分でも動作が極めて

緩慢なのがわかった。6,000メートルというの

のは，一つの厳然たる壁だと痛感した。しかし

2回目に登った時には頭痛もさ程感じなかった。

登頂後の下山では,C2→C1と下るに従って楽

になっていくのが感じられ，グリセードで下れ

たのも面白かった。登山期間中には，恐れてい

たおたふくダヌキ5)になってしまった。この外

観上の腎臓病の症状は15年以上前だが1度経

験しているので，行く前から不安の種であった

が，結局は全く問題なくほっとしている。

茜

多P

夢にまで見た（実際は見なかった）ヒマラヤ

の山々が現実のものとなったとき，日頃夢6)を

見ることなど殆んどないのに,BC･ABCで2

回も見たのである。その内容たるや極めてあと

味の悪い，後ろ髪を引かれる様な，例えて言う

なら登頂しての下山中に今のは頂上ではなかっ

たと知らされる様なケースの夢である。いまま

で見た印象は，恐い夢，意味のわからない夢ば

かりで，今回の様なあと味の悪い夢を見たのは

全く希といえる。その原因には思い当たること

があるが，あまりのあと味の悪さにその時話し

てみると，2人程やはり良くない夢を見たと言

っていた。加えて，インドでの活動を終えてか

らカラコルムに行くと，そこでも4,000メート

ル付近の高度で同類の夢を1度見たのである。

4,000メートル～5,000メートルの間以外では

夢は1度も見なかったことを考えると，この限

られた高度において日頃全く見ない様な夢を見

たことになる。この程度の高度による影響とし

て，「夢」というのは見たことがない。しかし，

同じキャンプ｡で他のメンバーも見たことを考え

合わせると，低酸素の影響がはっきり出てくる

この辺の高度では，不快な夢を見やすいのでは

ないだろうか◎

夢の原因として，外的あるいは内的刺激があ

る。例えば内臓への圧迫などが夢の原因となる

ことである。高度順応できていない状態では，

睡眠中枢7)が低酸素の影響を受けて不快な夢寺
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見やすくなるのではないか。データに乏しく推

測の域を出ないが，同じ様な夢を見た人が意外

とあるのではないかと考えてみた。

とここまで書いたとき，今まで目につかなか

った『高所医学』8)を見たところ，夢については

簡単ながら3箇所に見られ，「不快な夢」「悪夢

にうなされる」「高所順応できていない間は，

夢がどうしても幻想的で怪奇なものになりやす

い」等の記述があった。これはうかつ，とは思

ってみたものの，ここまできては紙数を満たせ

たことを喜ぶのみ。

山を前にして頭痛と悪夢というのはいただけ

ない。今度はせめて日本で目標の山を夢見，楽

しい夢を氷河にむすびたいと思う昨今である。

1）我が隊のL・O,ラジーブ・ラジ。

2)BCまでのキャラバンの世話を担当した旅行

エージェントの社員。

3）ガンゴトリ参りの道には高度標識が建ててあ

る。外気酸素分圧は地上の大体20％減。

4）約3,900メートル。

5）日焼けと浮腫の出た状態をいう。

6）心理学的には睡眠中におこる思考などを中心

とする心的活動を覚醒した後に想起したもの

を言う。

7）夢と関係が深い。

8）マイクル・ウォード著,山と渓谷社刊。

「ビリー501」インドの安タバコ

私のケダルナート遠征

遠藤喜重郎

1980年10月2日午前4時起床。

ここは6,280mの高度をもつC2キャンプ。今

日は，ケダルナートドームアタックの日です。

寒いが風もなくアタックには絶好日になりそう

だ。午前6時C2キャンプを出発した。C2よりの

登りは冬富十沓山と言った感じで，途中心配さ

れた高度障害も現われず，午前10時頃ゲタルナ

ートドームに登頂した。ドームの高さは6,831

mと私の登山歴では最高点の高さであった。

1980年某山岳雑誌を見ると，インドヒマラヤ

ゲタルナート隊員募集の記事が目に入った。以

前から機会があったらヒマラヤへ行ってみたい

と単純な発想から，早速，日本ヒマラヤ協会へ

連絡し，詳しい資料等を取りよせた。そして3

月頃，ヒマラヤ協会の事務所へゲタルナート参

加者が遠く北海道，九州その他から女性4人を

含む20名近くが集まった。ここで遠征に関して

の説明等があり，一応隊員の任務分担が決まっ

た。私は記録，梱包係となる。5月に入り富士

山で合宿を行ったが,20名の隊員なので，名前

と顔が一致しなくて手まどった。私は正直なと

ころ全員の名前を覚えたのが，成田出発間際で

あった。その後立川航空自衛隊での低圧実験，

何度かの打合せ，梱包等も終え，1980年9月13

日成田空港より一路ニューデリーに向って出発

した。ニューデリー空港には現地時間午前2時

頃つく。初めてのインドは蒸し暑く，深夜でも

空港の周りには人，人で異様な雰囲気であった。

ホテルに着き，ほとんど眠ることもなく朝を迎

えた。朝から日射しが強くおそらく30℃以上あ

ったろうか。

ホテルよりCOX社のバスでウッタルカシ・ガ

ンガニと3日間バスの旅となる（途中一部約14

km歩く)。その間の印象は，人々は何となくの

んびりしていて，日本とは対象的。牛が我が物

顔で道路を歩いている。交通規制適当。年代物

の車が多い事。極端に甘い食物等で目をみはる

ものばかりであった。
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ガンガニからはいよいよ歩きの領域となり，

ガンガニよりポータと一緒になる。ポータはネ

パール人とかで，年配からまだ10代の少年もい

た。彼らは25kgの荷物，私らは小さなザック1

つ。いろいろ複雑な気持になったが，これが遠

征なのだと私なりに割り切る。

ここでは何故か面白い事にポータ達はしゃが

んで小便をする。ポータは当然男です。キャラ

バンの道のりは山道，柴道と言った感じで300

m以上の所もあった。キャラバン中の食事は，

COX社より配給された毎日同じメニューのパン，

ゆでたジャガイモ，チーズの昼食弁当と，夜は

チャパテイー又はカレーライスといったところ。

9月20日になってBCキャンプ｡入りをする。

BCは約4,350mの高さで，そろそろ高度障害

が現われたか頭痛がしたが一晩で痛みはとれた。

ABCキャンプ。4,860mからC1キャンプ。5,550

mの荷上げの時は倦怠期にみまわれ，膝までの

ラッセルも一歩進んでは休み,それの繰り返し

で我ながらイヤになった。ましてC｣からC2ま

での高度経験の時などは倦怠と頭痛で，これが

高所登山なのかと直接体で感じた。

C2よりC1まで,C1よりABCと往復し，一

応自分では高度順化した事と思い，再度10月2

日ゲタルナートドームアタックの為C2キャンプ

入りし，明日の天気を気にしながらシュラフの

中に入る。

ヒマラヤ登山の思い出

大野廣美

眩いばかりの星降るインドに降りたったとき，

とうとうここまでやってきたという実感が心の

底から湧きあがり，思わず強く手を握りしめて

しまった。そのためか，第1夜のインペリアル・

ホテルでは興奮のあまり，よく寝つかれない一

夜を過した。

思えば，よくここまできたというのが実感で

あった。

高校時代にハイキング程度の山登りを始め，

それから今までどれひとつとっても，先鋭的に
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にほど遠い中味に乏しい登山の味わいかたであ

った。それがヒマラヤにまで足を運ぶとは…..。

自分の今までの生き方を振り返ってみると，

ひとつのことにしか夢中になれない。またひと

つの情熱を傾けるもの，ささえがないと生きら

れない，とりとめた思想のない貧乏性の人間で

ある。それゆえに，今まで10年ものあいだ組合

の役員を全うし，さあこれから自由に自分の趣

味を適当にエンジョイしながら気楽に生活がで

きると，組合時代の忙しさを否定的にみてホッ

としたものである。しかし日一日と過ぎて行く

と，何もする気のない無気力で安穏とした生活

が自分の本分ではないことに気付いたのであっ

た。

永き緊張感から解放され，またそのことから

生きる充実感の一本の柱を失い，次なる生きる

目標めいた糧が必要なのであった。そこで，「今，

やっておかなければできないことをやろう」と

決心し，学生時代に経験した登山を再び始めよ

う，そしてかねてから夢であったヨーロッパア

ルプスに行こうと決意し，その資料を調べはじ

めたのである。しかし進むにつれて，ヨーロッ

パならこれから先でもでかけられるし，これか

ら先でも登ることができる。それなら思いきっ

て，このチャンスを逃したらおそらく一生登れ

ないだろうと半l1断したヒマラヤに行こうと思っ

たのである。

しかし，学生時代に平凡な登山に集中してい

た自分に，また，ヒマラヤを目指す知人のあて

のない自分に，登山隊に参加する場もなく，さ

りとて，登山隊を組織する力量など皆無である。

そこでヒマラヤ協会のケダルナート登山隊に応

募したのである。

しかし，少しも障害や不安がなかったわけで

はない。38歳という年齢から，体力の衰えは常

日頃自覚しているし，事実合同合宿の富士にお

いて，前夜の不摂生（飲みすぎ）がたたって8

合5尺でバテバテになった。また一方，自信も

ないわけではなかった。多少なりともあったか

らチャレンジしてみようと思ったのである。職

場では野球部に籍を置き，火木土に各2時間あ

まりの練習を行ない,20歳近くも年齢の違う部

員に一歩もひけをとらないし，79年の職場運動

会では1,500mに6位に入賞し，まだまだやれ

ると自負していたのである。だが富士において



も情けないくらいにバテバテになり，それから

トレーニングは，朝のマラソンに夕方もつけ加

えた。

この私のヒマラヤ行きは，職場から職場に伝

わり，逢う入ごとに，「大変な山に行くんです

って」「カンパを集めるから」「壮行会を盛大に

やろう」と声をかけられ，ヒヨルことが安易に

許されなくなり，だんだん窮地に追いこまれ，

引くに引けなくなっていった。そして壮行会で

は，「登頂できなければ，ほとぼりが醒めるま

で，2，3年日本に帰ってきませんので〃」と冗

談であったが挨拶をした。また家では黙認しな

がら内心困った息子だと思っていた母に「あま

り危険なことをするんではない。子供も2人い

て一人身ではないんだから」と言われ，「わか

っているよ！前の方には行かず，さりとて落

ちこぼれない位置にいるから！」と言って家を

でた。そして今6,831mのピークにいる。

あの高山病で悩まされたことも，息苦しく夜

も眠れず荷上げも満足にできず，常に隊でしん

がりを務め，苦しくなりみんなから遅れ一人と

り残されるたびに“登頂できなくても良いのだ。

ここまで来たことで満足だ”と自分に言い聞か

せたことも，全て6,831mのピークで集約なの

だ。

今ヒマラヤ登山をふりかえって記録性はない

ものの，自分だけの問題であるが素晴しい体験

をしたと思っている。エベレストの頂上にはエ

ベレストの素晴らしい喜びと充実感と満足感が

あるように，ケダルナートにはケダルナートの

素晴らしい喜びと充実感と満足感がエベレスト

を初登頂したヒラリーと同じように私にもあっ

た。山は他人のものではないし，登っているそ

の人のものであり，その人がどう感じどう受け

とめるかであるOそしてそれをどう生かし生か

したことによりさらに充実感，満足感が増すか

である。ヒマラヤ登山以前の自分と以後を比較

してみて，いまどんどん前進したい気持，何か

をしたいという気持でいっぱいである。

母子草

菊池春枝

私がケダルナート隊に参加したきっかけは母

の死であったように思える。

それまではヒマラヤという存在に大きな憧れ

はいだいていたものの，現実に私のようなもの

が行けるとは思いも及ばなかった。

昭和51年の初夏，夏山合宿も真近いという矢

先，バレーボールの試合中に左膝を怪我してし

まった。ギブス固定され2カ月ほど松葉杖の生活

を強いられた。ギブスがとれても左足の感覚が

鋭く，一歩ふみ出してころんでしまった。もう

山へは行けないのではないだろうか，そんな不

安と焦燥の中でただ歩けることだけを願った。

友の元気なリュック姿を涙ながらで見送ったも

のだった。訓練を続けながら数歩ずつ歩けるよ

うになり，そしてかけ足ができた時，うれしく

て涙が頬を伝った。

あの時の母の笑顔が今でも忘れられない。

職場へ復帰し寮生活に戻った。足もよくなり

又山へ行き始めた私に，母は以前のように強硬

に引き取めなくなった。「山へ行ってきます｡」

と伝えると，「気をつけてね｡」とあっさり出し

てくれるようになった。なんとなく気抜けして

しまい妙なとまどいを感じたものだった。

実の親子でありながら共に同じ屋根の下で生

活できたのは，この怪我した3カ月と私が就職

して職場が水戸へ移ってからの1年にも満たな

い短い月日であった。永遠の別れが待っていよ

うとは夢にも思わなかった。

母は生来丈な身体ではなかった。幼少の頃リ

ウマチ熱に罹り心臓を悪くしていた。そんな身

体でありながら私達姉妹3人を生んだ。きっと

命がけの出産であったにちがいない｡(後日医

師にこの話をして驚いていたことから察しても｡）

家庭の事情により次女の私は母に引き取られ，

伯母の家へ預けられることになった。別れの日

伯母が迎えにきた。私はリヤカーに乗せられ生

家を離れた。大人の悲しみをよそに，私は遊び

に行くが如く無邪気にも喜んでいたのであった。
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伯母に手を引かれ，見知らぬ家に置かれると，

やはり幼心にも自分の身のおき所がちがうこと

を肌で感じとった。

農家でもあり兄弟の多い家族の中で，男の子

と同じような生活をしながら，共に自由に野原

をかけまわって遊んだ。はるか彼方の西の空に

は筑波嶺を望み，晴れた日には奥久慈山系や日

光の山脈が見えた。

私にとってはもったいないくらいの人情味あ

ふれる環境の中で，幼年時代を何なくすごして

これたことはこの上もなく幸福なことであった。

そして中学卒業するまでの生活の場となった。

その間母は住み込みで働いていた。私が学校

卒業するまではと無理して働いた。高校も無事

卒業できたころ，過労がたたり身体の症状は急

激に悪化していった。掛かりつけの医師より安

静を命じられ，病院通いの明け暮れで数年がす

ぎた。風邪を引いて入院した時，ある有名な大

学の医師を紹介され，心臓の手術を是非受ける

ようにと進められた。レントゲン写真を見せら

れ，心臓は普通の人の3倍とも4倍とも言える

ほどに肥大し周囲の内臓を圧迫していた。心臓

弁膜症であることは以前から知ってはいたがこ

れほどになっているとは予想外であった。いか

に危険な状態にあるかがわかった。精密検査を

受け最終的な結果を待った。そして今の状態で

あるならば手術は可能だし，今までの実績から

見ても90%の成功卒であるとのことだった。手

術の内容は弁を2カ所，人工弁と交換するとの

ことだった。

私は迷った。何日も悩んだあげく母にその旨

を言葉を濁して伝えた。最初ためらっていた母

も，私に総てをまかせると言った。ふつきれな

い不安を抱いたまま手術にふみ切った。

手術までのひと月，病室で母は何を考え何を

見つめたであろうか……

手術3日前，面会にいくと気分が良いようで

陽気にはしゃいでいた。この日が母との最后の

別れとなろうとは……

当日，早朝に水戸を出発したのに病院に着い

た時にはすでに8時をまわってしまっていた。

母は手術室に運ばれたあとだった。すぐに追

いかけても会うべきだった。

生涯悔いを残すこととなってしまった。

手術は長引いた。保存血液が足りなくなるな
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どアクシデントが重なった。これほどの病院の

設備でありながら血液が足りなくなるとは何事

かと怒りを覚えた。私の血液を全部採ってでも

母を助けたかった。悲しいかな血液型がちがう。

結局私は母に何もしてあげられないのだ。妹は

同型だったので輸血できた。

快復室に戻ってきて2昼夜，願いも空しく未

明，意識の戻らぬまま眠るように逝ってしまっ

た。呼べど叫べど最後まで眼を開いてはくれな

かった。苛酷な手術に耐えぬいた母の顔にはあ

まりにも美しい笑みがうかんでいた。

唯一の救いだった。

あまりにもあっけない死の現実に私は打ちの

めされた。結果が惨惜たるものであっただけに

周囲の非難の眼は厳しかった。手術を受けさせ

たことが自然の理に背いた行為であったか否

か……。私はそれらの非難に弁解の余地もなく

只々首を深く垂れるのみであった。

人の世の無常を嘆き，地獄につきおとされた

ような苦しみを味わいながらも，己の生への執

着は断ち切れないでいた。自分だけが生きのび

ていることに罪の意識を深く感じながらも…･･･

大自然の中で思う存分泣いた。誰にもわかっ

てもらえぬ心の叫びをぶつつけた。

泣き疲れ空を見上げると大きな空に雲がゆっ

たりと流れていた。いつもと変わらぬ姿で山々

は佇み，そして希望の光を投げかけていてくれ

た。大きな懐に抱かれていると，心の重荷が少

しずつ浄化されていくようだった。そして生き

ることへの勇気を与えてくれた。

自然に還るとあまりにも素直な心になれるの

は何れ私自身も自然へ帰依していく朽ちる身で

あるからなのだろうか..…．

母は草花が好きであった。あまり外出するこ

とのない母にとって，草花の生命はこの上もな

く愛しい語り友達であったのだ。山の写真を見

せると，「ひとつぐらい採ってきてちょうだい」

と無心にせがんでは私を困らせたものだった。

今年の6月で3回忌がめぐってくる。

月日の流れは記憶に留めておこうとする面影

さえも押し流そうとする。今になって，母と共

に生活できた1年数カ月の短い月日は，天が与

え賜う深い摂理の由縁であったと思えるように

なってきた。

今回のケダルナートドームに無事登頂できた



のも，霊魂となってからも遠いガンゴトリの地

まで我が身を案じ，夢枕に現われ見守ってくれ

たからだと思う。子を思う親のはかりしれぬ愛

の深さをこの歳になってしみじみと悟った。

五体満足に生んでくれた今は己き母に感謝の

気持でいっぱいである。

御霊よ安らかに眠りたまえや永遠に……

80'HAJケダルナートエク

スペディションに参加して

大阪 勝 山 山 岳 会会員北出昭彦

私がこのEXPに参加するようになった背景

は実に単純で，今から2年近く前にこの話を聞

いた。しかし何と言ってもヒマラヤの話，全然

本気にしなかったが，うちの南氏に言われるう

ちになんだか行ける気になって来て，つい話に

乗ってしまった。最初にケダルナートをフォト

で見た時，ボテーとした山で僕にも登れそうと

いう気がした。

5月の合宿で，メンバーの皆さんと会った。

その時は初めて事故現場に行き合わせた。アラ

スカへ行くはずだったと聞く彼らの胸中は，さ

ぞ無念であったと思う。同じEXPパーティと

して，他人事とは思えなかった。

食料の調達や梱包作業を東のメンバーにまか

してしまって申し訳ないと思っていると，内田

隊長とうちの南とドクターが抜け，尾形氏が隊

長になられ，山田氏，角田氏がピンチヒッター

となられたが，ドクター不在のまま，大いなる

不安を抱き，あたふたとしているうちにテイク

オフタイムがきて機上の人となってしまった。

出発するまでの隊長の多忙ぶりには本当に驚き

で，機上で寝るよという言葉になるほどと思う。

デリー空港で関さんと女子雪永クラブの浅野

さんに迎えられ市内のホテルへ，さすがにイン

ドは暑い，とても日本の比ではないと思いなが

らも，隊長，関さん御二方の足を引っぱりなが

ら，先発業務もデリー分は終り，ウッタルカシ

ヘ。ここで食料調達と土砂崩れのため’2日と

どまり，ヒマラヤの何たるかを知りはじめる。

次の日からBCめざし，キャラバンを初めて経

験する。風邪と下痢と高度障害のための軽い頭

痛を伴にしながらである。

BC－タポバン，そこは怪峰シブリンが目前

に坐り，広く，小川が流れ環境バツグン，駅か

らバス1日半，徒歩5日という所である。

隊長と共に一度下り，本隊と共に再びBC'､

入り，2週間の登山期間に入る。しかし悲しい

かな体調は今ひとつというところ，他のメンバ

ーも体調不良者が続出，隊は3つに分けられ，

荷上げが続き,ABC,C1,C2と順調に作ら

れ，一度ABCまで降りた。アタックに備え，

休息を取るためである。第1アタック隊5名を

見送りながら，日がな一日皆さん思い思いのこ

とをすごす。天気はよく，アタックへの不安を

胸中に，一見のんびりした休息日を取り，上へ。

C2へ上がる途中で,1次隊ケダルナートドー

ム峰アタック成功をトランシーバーが伝える。

バンザイの声が上がり，次は我々だと思う。

翌日，クランポンをきかせ，アイスアックス

を握り，最後の斜面をのぼり，隊長と一番あと

からみんなの待つピークへと。広いところで，

「ああ，来たんだな－」と思い，それまでの経

過が一瞬よぎり，感激がこみ上げて来た。

こうして私のケダルナートは終ったが，反省

点も多い。第1に体力がないこと，事務能力が

ないこと，体の管理がまずいこと，その他数え

きれないぐらいある。

隊としても問題点が少しあるように思う。ド

クターを用意できなかったこと，医薬品が適切

でなかった，少し予算が高い，又，登山学校と

いう性質上から，日程がたりない,EXPにな

りきらない等。

しかし，隊としては成功だと思うし，岳朋と

しての霧もできたし私は満足であった。最後に

尾形氏，山田氏，角田氏，そして隊員の方々，

本当にありがとうございました。

チ ム ロ
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無限の可能性を求めて

木村陽子

今回の登山学校参加は，数年前から持ち続け

た夢，“この目でヒマラヤの山を見たい”を実

現させるためのものでした。私とヒマラヤとの

出会いは，私が山を始めた頃に逆もどりします。

一般には，日本の山を登りさらに高い山を求め

てヒマラヤを目指すものなのでしょうが，私が

山を始めた頃，周りには，ヒマラヤに登る人，

登った人，登ろうとする人達がいて，私にとっ

てヒマラヤはそう遠い存在でなく，いつか機会

があれば登ってみたいという気持をすでにその

時から持っていたのです。しかし参加するにあ

たって私はひどく悩みました。それは私の登山

経験技術というものを私自身が良く知っており，

とてもヒマラヤを登る事は無理だとわかってい

たからです。無理と知りながらも実行してしま

ったのは，いつもの私の無鉄砲さの為です。し

かし私は思います。何事も外からながめて判断

できるものでなく，やはりそれに立ち向う気持

を持ち，その中で自分自身のベストをつくせば

必ず何か体得できるものがある，『登れる所ま

で登ろう」，想像の中でずっと描き続けたヒマ

ラヤをこの体で感じることができるならそれだ

けでいいと気持を整理し，参加する事に決めた

のです。

幸いにも隊長，インストラクター，仲間の方

の理解と協力を得，一度も高度障害にかからず，

天候も良く，すべての事に恵まれた登山であり，

結果登頂する事ができました。その時の感激は

とても言葉で言い表わすことのできないもので

した。

そしてケダルナート登頂後，早くも4カ月が

過ぎ，数々の思い出が過去の出来事となった現

在，時折写して来た写真をながめると，その時

その時の感動が思い出されます。日本で冬山の

経験のない私には，水の作り方から始まるヒヤ

ラヤの登山活動すべてが初めての体験で，何度

か苦しく辛い時がありました。最後のアタック

の日などは，傾斜のきつい雪を一歩一歩踏みし

めて登り，途中立止っては呼吸を整え，また歩

き出す。このくり返しの末やつと頂上に立つこ

とができたのです。

期間中毎日の行動の疲れをいやしてくれたも

のは，コンロを囲んで食べる食事と仲間たちと

の談話であり，また大自然の美しさでした。真

っ青な空，澄んだ空気，目の前にはあの名高い

シブリン，メルー，バキラッティの山々が広

がっていた。夜まっ暗な中にこれらの山が白く

映え，夜空には数え切れないほどの星が輝いて，

まるで幻想のような世界でした。ヒマラヤでの

28日間，大変短い期間でありましたが，とても

充実したものでした。この登山に参加し私は登

山技術だけでなく多くの事を学びました。そし

て素晴らしい仲間を得ました。人との出合いは

山のもう一つの魅力でもあります。この登山を

通じ学んだ事を今後の生活の中でどのように生

かしていくかが，これからの私の課題だと思い

ます。

これからも仲間を大切にし，新たな夢の可能

性に向って生きたいと思います。

熊さんの感想文

熊谷洋

小学6年の時，初めて山に登りました。1,000

mそこそこの山で，仙台の町から良く見えます。

兄貴も山が好きで，その気持ちが，子供心にな

んとなくわかりました。

高校へ行ったら「山さ登っぺ」と思い，高校

山岳部に入り山に登り始めました。

それ以来，山とは縁が切れなくなり，ヒマラヤ

に1度は行ってみたいと思うようになりました。

社会人になり，ヒマラヤの本を読み，よく山の

友人にヒマラヤを語りかけました。そんな事を

くりかえしている内に，絶対に行くという気持

にかわり，いろいろ考え，悩み,HAJの登山

学校に参加しました。

最初のうちは高度障害にかかり，頭が痛くて

とてもたいへんでしたが，2～3日すると快適

になり，見るものがすべて新鮮でした。氷河を
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歩き,7,000mに近いピークに登り，十分満足

してきました。

1カ月という期間，通常の生活から開放され，

仙台へ帰ってみると，インドの世界がうそのよ

うに感じられます。インドではすべてがのんび

りとゆっくり流れているのに対して，日本は，

なんと忙しいのかと考えるのです。

帰国後，2日目から職場に復帰したけれど，

最初の2，3日は，何日か前のインドの生活が

まだ体から離れず，仕事が手につかない状況で，

1日中ぼんやりしていました。ある人に言わせ

ると，あの「ぼんやり」が「インド病」という

話です。ぼくの場合，なかなかインド病がなお

らず，酒が入るとかならず「インドは良いのし

や」の連発らしいです。その時にはかなり酔っ

ていて，次の日，高度障害にかかりながらの山

歩きを何度かしました。友人が言うには，ぼく

は「急性アルコールインド障害」ということで

す。この病気も何カ月か過ぎるとなおるらしい

けれど，今だにぼくは完治していません。完治

する前にもう1度，インドにいってみたい気も！

最近はほとんどみないのですが，帰国後2～

3日たったころから，毎晩，遠征時の夢をみる

ようになったのです。それが1カ月ぐらい続き

ました。それほどインドの印象が強烈だったの

かと思ったりして，そのうちに夢はみなくなり，

職場にも完全に復帰でき，以前のような山行き

がまた始まりました。

仕事の関係で連続してなかなか休めないので，

日帰り，又は夜仕事を片づけてからといった具

合に，ほとんど毎週行っています。それに，今

までにがてだった岩も始めるようになり，山の

視野が一段と広くなったようにも感じます。今

は冬なのでほとんどスキー一本で通しています。

そのうちあたたかくなったら，本格的に始める

でしょう。そして来年82年あたりにまた外国の

山へと考えています。それまでに，オールラウ

ンドの山登りを自分なりに追求し，ある程度は

ヒマラヤを意識した山もやりたいと思っていま

す。

ケダルナートのC1,C2で吸ったたばこの味。

アタックの時のあの心境，あの気持ちを大切に，

今後，山，仕事とも両立させ，悔いのない青春

を送っていきたいと思います。

ピーク6，831メートル

斉藤光明

初めてのヒマラヤ登山なのになぜこんなに不

調なのか，自分は汗くさくなったシュラフの中

で昼間から横になっている。

みんなはBCに行ったというのに自分はボジ

ュバスのテントの中にいる。

熱と高度障害でボケた頭の中で，こんなあせ

る事ばかり考えていた。昨日まであんなに元気

だったのに，モレーンの上を走り回っていたの

に，自分の体の弱さをつくづく感じる。又，ヒ

マラヤの高所登山のきびしさを感じた。

しかし自分は1日みんなより遅れをとってい

るが，ここで今日1日ゆっくり休み明日確実に

BCに向う事が出来れば，なんとかみんなのタ

クティクスに戻れると思った。幸いにも9月24

日には自分で歩いてBCに向う事が出来た。し

かし足は重く少しの坂道もとても苦しい。BC

に着いたものの誰も自分たちのメンバーはいな

かった。

山形，菊池，自分の3人で，明日のトレーニ

ングのつもりで小高い丘の上まで登る。

9月25日，天気快晴。BCから約4時間の所

にABCはある。シブリンをトラバースして，

キルティバマク氷河を少し登ったモレーンの上

にある。病あがりの3人の足はかなりおそかっ

た。自分もまださむ気がしていた。しかしモレ

ーンの上のABCを見つけると，そんな重い足

もわすれて足早になる。又ABCには遠藤，木

村も見える。真っ黒に日焼けした笑顔で自分た

ちを迎えてくれた。この時自分は目の前に見え

るケダルナートのピークに行けそうな気がした。

やはり数日ぶりに友達の顔を見て安心したのか

もしれない。

9月26日，順化の為，自分と山形，菊池，熊

谷，大野でC1に向う。キルティバマク氷河を

渡り，ケダルナートの尾根に取付く。とても苦

しい。そんな急な登りでもないのに苦しい。C1

はあと数十メートルなのに苦しくて頑張りがき

かない。高所登山はあせるな，めげるな，休む
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な，そんな気がした。こんなに苦労しているの

にハンディーはまだ1日残っている。

9月27日，いよいよ5,200メートルのC,にス

ティできる。体も快調になったし自分が遅れを

とったタクティクスをこの2日でとり戻せそう

だ。ABCからC1ステイ，次の日はC1よりC2

そしてABCと，少しハードだったが完全にみ

んなと同じタクティクスに乗れた。これほどま

でに自分の体が快復したのがとてもうれしかっ

た。

9月29日，この日はABCでの休養日であっ

た。みんなの顔がそろう青空の下で飲んだり食

べたり歌ったり，今日まで頑張ってよかったと

思いマットに横になる。まるで不調だった自分

がうそのように思えた。

9月30日，第2次アタック隊ABC出発。

10月1B,CxよりC2に向う自分はテントを

かついで登った。苦しいが前ほどの苦しさは感

じられない。目の前にドームがあるせいだろう

か。C2に着くと頭痛がしたが，明日アタックと

思うとそう気にならない。

10月2日，アタックの日である。もうドーム

はすぐそこにある。息の苦しさも寒さもわすれ

てただひたすらステップを切る。ドームのスカ

イラインから太陽が出る。もうすぐだ，そう思

うと，日本でやった準備，トレーニング，ボジュ

バスで熱を出した事が頭の中に浮かんでくる。

とうとう稜線に出る。そこから左へ上がった所

がピークである。6,831メートルまで自分の足

で登ったと思うとうれしくてたまらない。次々

とメンバーが登ってくる。みんなの顔を見ると

なぜか涙が出てしまう。今まで山に登って涙な

んか出たことがなかったのに，とても不思議な

気持である。やはり来てよかった，くじけなく

てよかった，そんな事ばかり頭の中で考えてい

た。

初めてヒマラヤ登山をして，6,831メートル

に立ち，自分の力を知り，良き仲間を見つけた

事，又新しい冒険をした事，もう海外登山は夢

ではない事，たくさんの事を自分の中に取り入

れたと思う。

これをきっかけにまた新しい冒険をする勇気

が出てきた気がします。

感想

新郷信廣

「本峰へのアタックは断念」と決定，ガスコ

ンロの音がいやに大きく聞こえる。時折，強い

風がテントを襲う。ポールは，おじぎをする様

に曲がり，バタバタと騒ぐ。今迄私の目の前に

あった本峰が急に手の届かない遠い頂きとなっ

てしまった。

「しょうがないなあー」と誰かが自分に言い

聞かせる様につぶやく。「そうだよな－，しょ

うがないさ」と私も念をおすようにつぶやく。

気を取り直すように，ベンチレーターをいつぱ

いに開けると，冷たい風が飛びこんでくる。

テントを出ると目前にバギラティ，左にシ

ブリン，足下にガンゴドリ氷河がいやに近くに

見える。黒々とした峰々にふりそそぐ様に無数

の星が冷たく光っている。今日は晴れそうだ，

それにしても風が強い。山田，藤岡，両隊員に

見送られ，関，高瀬隊員と共に出発する。横な

ぐりの風がホホをさす様に痛い，ヘッドランプ°

の光の輪から見えかくれする高瀬隊員の靴をに

らみながら登る。

どのくらい登っただろうか－･

高瀬隊員が不調を訴えC2に下る。関隊員と2

人きりになってしまった，非常に寒い，ルート

を右に左にとりながら進む，クラストした雪面

は小気味良くアイゼンがきく，やがてまわりが

明るくなってきた，ふりむくとバギラテイ，

シブリンが真っ赤に染まっていた。なにげなく

下を見ると，誰かが登ってくる，それは山田隊

員であった。

今までの風もやみ，雪煙を上げていたドーム

も，今は静かな顔を見せている。追いついてき

た山田隊員の馬力に引っぱられる様にドームに

着く，ダラーとした雪原になんとなくシラけて

くる。

右手前方に本峰が目前にあり複雑な気持で眺

める，山田隊員は尾形隊長と交信を始める，雲

一つ無かった青空にも，雲がでてきた。
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インドの放浪芸

関久雄

ガンゴトリ山群がオーフ°ンになった1979年

の夏，カシミールの踏査からデリーに戻った僕

は，この“開かれた聖域”を目ざした。

オールドデリー駅から夜行列車に乗り，翌朝

ハリドワで下車し，リシケシ行きの2等車に乗

り換えた。

この車中でバウルと呼ばれる放浪芸の集団と

出会ったのである。

ピーオーとカン高い汽笛を鳴らし汽車が動き

始めると，やがて誰かが歌い始めた。汽車の窓

に広がる風景をながめながらぼんやりと聞いて

いた。「田舎はのんびりしているなあ。いい気

分で歌っているんだろう……｡」などと，どんよ

りと曇った空と，あちこちにできた水たまりと

そこで遊ぶ小牛の群れを眺めながら考えている

と，その声が近づいてきた。少し様子が違うよ

うだ。

インドの2等車のつくりは，日本の寝台車を

木でこしらえたようなものと考えればよい。ベ

ンチの様な長イスと通路をはさんで一人用のイ

スがある。長イスの上には荷物棚がある。

歌声はよく通る男の声でどこか哀調を帯びて

いた。男はやがて僕の座席の前に現われた。1

人の盲人が，小銭の入った罐を手にシャンシャ

ンと振りながら歌い，乗客から金をめぐんでも

らっていた。男は乞食だった。目の前の罐にパ

ラパラと小銭が投げ込まれ，1回りすると乞食

は通路にすわり，次の駅で乗客に助けられなが

ら隣の車輌に移っていった。インドの列車には

通路が無い。

入れ替わりに，今度は夫婦らしい中年の男と

女力:乗り込んできた。男はやはり盲人で，手に

胡弓を持ち，女は手にカスタネットを持って歌

い始めた。それは素晴しい歌だった。やるせな

い胡弓の音色と激しいカスタネットの響き，力

強く，どこか哀しく，胸を揺さぶられるような

歌声に僕は泣きたくなるほど感動した。こんな

僕とうらはらに周りの乗客は，「又来たか.〃」

といった感じで仕方なしに5パイサ，10パイサ

を罐にパラパラ入れてやっていた。
ご ぜ かどづけ

その光景に，ふと日本の瞥女さんの門付に似

ていると思った。瞥女＝盲目の旅芸人，三味線

を背に越後や津軽の地を流れながら歌い生きた

女たち。いや，目の前の彼らは昔，河原者とか，

河原乞食と呼ばれた芸人の姿そのものではある

まいか。街角，戸口，車中と，その場その場が

真剣勝負であり，彼らの舞台なのだろう。彼ら

の歌はその背後にある日々の生活の重さを越え

て僕の胸を打った。

こうして，次から次へと駅で停車する度に，

この乞食であり，放浪の詩人で音楽家の集団が

風の様に現われ去っていった。この集団が西ベ

ンガルから流れてきた，バウルと呼ばれる集団

であることを知ったのは帰国後である。

日本の河原者と呼ばれていた者はやがて歌舞

伎として昇華したとかいうが，彼らはバウルと

いうカーストの一集団として無名のまま消えて

いく人々である。僕は去りがたい思いを残して

リシケシに降りた。

ガンゴトリ山群へはモンスーンによる道路寸

断でウッタルカシまでも入れなかった。やむな

く予定を変更し，ケダルナートの聖地に向かっ

た。翌年，再びガンゴトリに向かい，幸いにし

て，ケダルナートのドームに立つことができた。

いつか機会があるならば，インドの放浪芸人と

再び会い，あの音楽にもう一度酔ってみたいも

の
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張ったことが功を奏して，合格に結びつくこと

ができた。

次は仲間の問題であるが，名古屋から東京へ

転勤して知り合いがいる山岳会へ入ったが，そ

の会は一般的な山行に終始して，遠征の「え」

の字の声も出てこない会であった。入会後，何

度となく会員に呼びかけを行なったが，全く反

応がなく，ついに会を見限り外部に仲間を求め

ざるを得なくなった。そして他の会の人と遠征

の打合わせを行なったりしたが，それも結局御

破算となってしまった。HAJの登山学校のこ

とを知るようになったのはその頃のことである。

最初は，それが技術的困難性の少ない登山であ

ることからあまり関心を示さなかったが，これ

といった登山実績のない私は他に参加できる遠

征隊もなかったため，今が年齢的にもラストチ

ャンスであり,7,000メートル近い高度を経験

するだけでも意義があると考え，この遠征に参

加することにした。それと旧1時に登山学校の隊

員から希望者を募って，登山学校修了後ネパー

ルで自分たちの手による登山を行なうことに,し，

技術的困難性に対する欲求不満を多少なりとも

解消するよう努めた。

3月の第1回合宿以後，遠征の準備も日増し

に忙しくなってきた。隊員が全国に散らばって

いる関係上，実際の活動は東京在住の隊員が中

心とならざるを得ず，私も装備等の担当として

不充分ながらも遠征進行の過程に参加させても

らった。丁度その時期は7月の税理試験が目前

に迫っていて，一秒たりとも惜しかったが，遠

征から得られるものの大きさは自分がそれに対

していかに打込んだかにかかっていると考えて，

必要最低限の仕事はしたつもりである。そして

出発前1カ月は試験も終わったのでほとんど山

に入っていたが，勉強で弱った体力を回復する

ためと事故により参加できなくなることを虞れ，

登塞はほとんどやらず，縦走中心にして本番に

備えたものである。

一

ヒマラヤへの長い道

高瀬敏久

私が外国の山に対して憧れをいだきだしたの

は，5～6年前からである。丁度，ブールやボ

ナッティなどの本を読みあさり，アルフ°スを目

標にトレーニングを重ね，冬期登筆も行なうよ

うになった頃のことである。しかし，しだいに

興味はアルプスからヒマラヤへと移っていった。

というのは「遊び」的要素の強いアルプスに対

して，まだ人間の手で汚されてない大自然が残

され，純朴な山村の民との交流が得られるヒマ

ラヤの方により自分の求めているものがあると

いう気がしたからである。しかしヒマラヤとな

ると資金，休暇，仲間など障害は大きかった。

そのうち資金については努力をすればなんとか

目途はつくものの，後の2つは深刻な問題であ

った。

まず休暇の問題については，私の勤務してい

た会社では2週間以上休むことは困難で，どう

しても行こうとすれば退職するしか方法がなか

った。しかし世間からみれば半官半民で安定し

た職場とされている会社を辞めることは，オイ

ルショック後の不況下に於ては容易なことでは

なかった。いろいろと思案した結果，以前から

憧れていた自由業へと転職の夢をも併せて実現

すべく，税理士試験に挑戦することを決意し，

以後，山と試験の二兎を追う生活となった。科

目合格制で5科目合格に達すれば資格が取得で

きるわけであるが，最初に2科目合格した時は，

ヒマラヤへの夢が大きく前進したと感じたもの

である。ところが翌年は受験科目が全部不合格

となり，仕事と山行の片手間に勉強するのでは

資格取得は相当長期を要するということを痛感

したため，思い切って退職し，受験浪人として

勉強に專念することになった。この時期は精神

的にも苦しく，他のヒマラヤへ行く連中が左程

苦労もなく休暇を取ったりしているのに，何故，

自分だけがこんなに苦しまなければならないの

かとも思ったりしたが，自分にはこの方法しか

ないのだと言い聞かせて，背水の陣を敷いて頑

遠征から帰って，早いものでもう2カ月近く

過ぎてしまった。何年も前から憧れ，準備して

きた割にはあっけなく終わってしまったという

のが実感である。しかし今でも目を閉じれば，

登山学校やその後に引続いて行なったネパール

登山やインド旅行の思い出が彩かに蘇ってくる。
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ボクがドームを踏んだのは，2次アタック隊

として，それも隊長の一言のおかげである。

それまで1次隊として登ってきたボクは，ア

タックの当日になって，頭痛，嘔吐等が激しく，

自分から下山を申し立てた。1次隊は少なく見

ても15時間の行動が予定されていたので，とて

もついて行けそうもなく，反対に足を引っぱり

兼ねないと思ったのである。その時，関さんが

「ここまでがんばって来たのに，どうしてもだ

めか？」といってくれたが，もう1次隊として

やっていく気力に欠けていた。C1に下る途中で

C2に上る2次隊と合流した時，みんなから「ご

苦労さん」といわれて，ボクは，自分が軟弱な

為に，責任が果たせなかったので，何となく合

せる顔がないといった感じであった。この時，

1次隊の「ドーム登頂」の知らせが入ったので

救われた思いがした。やがて2次隊もC2に向

けて登り出した。その後姿を見送っていると，

ラストの隊長がふいに振り返り，「もう1度上

って見ないか｡」といってくれた。1度しかない

チャンスを2度くれたのである。こんどこそと

思い，登り返した。

こうして，ボクも6,831mのドームを踏むこ

とができた。

この登山学校でいろんな人達と知り合うこと

がき，とても良かった。このあと隊員どうし4

人でネパールを回ったことも，良い想い出にな

った。

ヒマラヤにはもう二度と行けないかもしれない。

しかしその思い出は，私のこれからの人生に於

て珠玉のように輝き続けていくことだ､ろう。

相
心感

藤岡明生

登山学校が終わって，まだ数カ月しか経って

いないのに，もう何年も昔の出来事のような気

がする。ボクにとって，ヒマラヤなんて机上の

世界でしかなかったのが，ある山岳雑誌を見て

HAJの登山学校を知り，実際にヒマラヤの世

界を経験することが出来たのである。

山岳会にも入っていない自分にとって，ヒマ

ラヤに行けるチャンスなんて，そうざらにはな

く，この登山学校は格好の良い機会だと思って

参加を希望した。

ヒマラヤはもちろん，外国も初めてで，日本

以外の国を見られていろいろ勉強になった。

キャラバンの1日目，リシケシに向うバスの

車窓から見たスラム街，子供達は裸同然．ボロ

ボロのテント生活，自分は本当に日本人に生れ

て良かったと思う。行く先々の，どの村もどの

町も悲しいくらい貧しい。そしてそこに生きる

人々は，その生活に満足しているのか，諦めて

いるのか，昼間だというのに，大の男が木陰で

ゴロゴロしている姿を数多く見かけた。人が多

すぎて仕事がないのかとか，あれや，これやか

ってに想像してしまう。変に自分の物差で見る

から分らないのかもしれない。インドはインド

の物差で見ないと，なにも理解できないと，か

ってに結論づけてしまった。

デリーを出てから7日目で，ようやくBCA

りをした。バギラティ，シブリンとBCの回り

の山々がすばらしい。

あくる日，朝日に輝くシブリンのスノー・キ

ャップが美しく，シャッターを押すのも忘れて

暫らく見いってしまった。山々は，朝，昼，夕

方，月夜等，その時々に違ったすばらしい顔を

見せてくれるのである。その度ごとに見いって

しまう。

10月2日登頂，

そして……

丸誠一郎

頭の中がボーッとしている

「瞼を開けているのがどうしてこんなにつら

いのか｡」

雪で何度，顔を洗っても目が醒めない。

今まで張っていた緊張感が，クモの糸を切っ

たようにしぼんでゆく。しっかり歩けと頭で命

令しても，肝心の足がいうことをきかない。こ

んな体験は何年間か山歩きをしていても初めて

のことだ。先頭の姿はかなり下に見える。抜け
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るような青空，天気はバチが当ってもいいぐら

い良すぎる。ふとトレースを振り返ると，我々

をDomeの頂きまでしか踏ませなかったことを

さも誇らしげに感じているかのように,Kedar

nathはその巨漢な姿を私に反射させてくる。

雪がぐさぐさでステップをきってもきかない。

食糧の大袋がうまくザックにつかず，背中の荷

が安定しない。得意のシリセードを試みてもう

まく滑れないし，体の自由が妙な疲労感で増々

きかなくなってくるのが自分でわかるのだ。自

分の無様な姿が情けなくなった。

「今までいくつ山を登ってきたんだ。こんな

ことでシゴカしたらみっともないぞ｡」と自分

を叱吃する。

漸く6,200m,HollandPartyのCampが見

えてくる。もうろうとしていた意識が甦ってき

た。「緊張して歩け…｡」自分に言い聞かせて

歩き続けた。水を飲んでも，ひっぱたいても，

雪面に顔を漬けてもぬけなかった睡魔が,6,200

mまで降りると次第に消えていった。

尾形隊長が私を出迎えてくれた。

『だいじょうぶですか？ザックをかして下

さい。」

サイボーグの前に完全に臥した格好だった。

その時やっと高度障害に犯された自分に気がつ

いた。体内の酸素量は下界の1／3．このことが，

高さに弱い人間に与える影響がこんなにもはっ

きりと素直に出てくるものかと，ただ驚くばか

りだった。

「下りれば治る」この病気，会社員が土日を

使って富士山へ何度か登っても防ぐことは出き

ないようだ。日本の3,000mの低山だけでは，

完壁だと思える練磨を積んでも,7,000,8,000

mには通じにくい。日本の3,000mとヒマラヤ

の7,000mとは，その次元を全く異にしている

ということの証しの一つなのだろう。

10月2日の午後は，そんな意味で私にとって

この山のMainEventであった。そしてまた，

次の8,000mへの炎が煉りだしたことも確かな

ようだ。
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感想

山形正巳

記憶が薄らいでゆく中で，特に印象に残った

ことや，その時を今振り返ってみると’自分の

力を充分に把握できなかったことを反省させら

れる。というのは,BCに入った時から体調を

崩してしまったことで，幸いにも2日後から回

復したが，短い登山の場合最も注意すべきこと

だろう。原因としては,BC入前日に雨に濡れ

たことと，次の朝の降雪による気温の低下等，

根本は高度に順応できていないことによるのだ

ろう。それと，私の場合，出発間際に仕事上で

のトラブルが発生し，その為の精神的不安があ

ったことにもよるだろう。

回復後は順調に進み，それほど影響は出なか

った。新しい高度を最初に体験する時はやはり

辛かったが，2度目のときは快調である。順応

が出来たのだろう。技術的困難な山ではなかっ

たが，それでも登頂出来たことは嬉しい。

本峰には行けなかったが，ヒマラヤ登山の最

初のステップとして活動して行きたい。

又，登山以外にも，その地域や人との交流を

通じて私個人の心も豊かになりたいと思うよう

になったのは，参加し見聞して来た為であろう

か。インドを後にする間際に，ひとりオールド

デリーの下町に入った。いろいろな商いの店

や，小さな工場が軒を並べる前の道は，人，牛，

車，輪タク等でごった返し，そこは恐ろしく活

気のある所であり，又路地裏での織物商の膝談

判の交渉なども懐かしく思い出される。

山行をふり返って，私なりに最善を尽くした

が，不備な点や体調を崩した時にお世話になっ

た隊員各位にお礼申し上ます。

次の機会にはぜひ切り立った壁をまじりたい

と，ドームから見た岩壁群を思い出しながら考

えております。
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インド登山財団

在日インド大使館
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遠征以来1年以上を経過しての，報告書発刊

となった。そのため内容的に多少チグハグな点

がいくつかでてしまった。

当初，報告書の性格について，記録性や学術

性が薄いので各隊員の体験感を中心としたもの

でまと肱ようとしたが，進行するにつれて少し

でも中身のあるものをという色気がでてきた。

その色気も完成が近づくにつれて高揚していっ

たが，時すでに遅しというところである。とに

かく20名の隊員が一つの目標に向かって一致協

力し，そのための努力を一枚岩にして成し遂げ

た成果を，素直に盛り込めればと思った。そう

いった意味では若干内向的であったかも知れな

いが，登山学校という性格上やむを得ないもの

と思う。

最後にこの遠征隊にいろいろとご援助くださ

いました方々に厚く御礼申し上げます。

1982年5月

大野廣美
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